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序

杜会生活の変化とともに「物の豊かさ」から「心

の豊かさ」が求められる今日 、 文化財は現代人の心

の糧として欠くことのできぬ 、 国民的財産であると

考えます。

特に埋蔵文化財は、 直接土地に刻み込まれた歴史

であり、 当時の物質文化のみならず信仰 · 宗教等の

精神史など、 文化の始源をも内包する基準資料であ

り、 埋蔵文化財そのもの•が歴史 ・ 文化を考える上で

の実証者といえましょう。

このたび土地区画整理事業や宅地開発 、 ゴルフ練

習場造成事業にともない小島柳原遺跡群中俣遺跡、

浅川扇状地遺跡群押鐘遺跡•檀田遺跡の 3 遺跡の調

査を実施しました。

各遺跡とも過去の調査で周辺より重要な埋蔵文化

財が発見されており、 古代史研究上注目されていた

遺跡であり、 今回の調査でもそれぞれ多大な成果が

得られました。

本書はその成果を要約 し、 長野市の埋蔵文化財第

41集として報告するものです。 この報告書が地域古

代史の解明や文化財保護の一助として 、 学術的に関

係各方面に広くご活用いただければ幸いーに存じます。

最後に、 発掘調査から報告書刊行に至るまで公私

にわたり多大なご援助 · ご指導を賜りました関係諸

機関ならびに各位に心からお礼申し上げます。

平成3年3月

長野市教育委員会 教育長 奥村秀雄
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例 ロ

1 本書は長野市中俣地区土地区画整理事業にともない実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 調査は中俣地区土地区画整理組合の委託を受けて長野市教育委員会が実施した。

3 調査地は長野市柳原字上返町・一 丁目• 東過上木・上過上木に位置するが 、 遺跡名は小島柳原遺跡群中俣遺

跡とした。

4 本書は矢口の指導のもとに千野が執鎖・ 編集したが、 第 4章2 は鶴田典昭（長野県埋蔵文化財センタ ー ）

が、 第 4章3 は町田勝則（長野県埋蔵文化財センタ ー ）が執筆した。

5 調査によって得られた諸資料は長野市教育委貝会（長野市埋蔵文化財センタ ー ）で保管している。 出土遺物
の注記記号は「小島柳原遺跡群中俣遺跡」の各頭文字をとって『KYN』と表記してある。

6 本書は調査によって確認 · 検出された遺構 ・ 遺物を中心に、 その基本資料を提示することに重点を置いた。

資料掲載の要領は下記の通りである。

・資料は検出されたものの中から時期の明確に把握しうるものを中心に掲載した。 時期 ・

性
格等の不明瞭なも

のは資料掲載の対象から外したが 、 これらに関しては図面 ・ 出土遺物等遺構ごとにいつでも閲覧しうるよう

保管している。

・遺構・遺物は便宜的にI - III期に分けて記述した。 おおよその年代観は I期：弥生時代中期後半 、 I I期：弥

生時代後期、 III期：弥生時代終末～古墳時代前期であるが詳細は下表に示した。

・遺構の測量は（旬写真測図研究所に委託し ノクシステムにより1 : 20 の縮尺で基本原図 を作成し、

本書では基本的に 1 : 60の縮尺に統一してある。 ただし遺物出土状況等微細を要するものに関してはこの限

りではない。

・遺構番号は調査時の仮番号をそのまま用いた。 報告に

当たって再整理することも試みたが、 出土遺物との対

応で混乱が生じるおそれがあるため断念した。 遺構検

索が煩雑となったがご容赦願いたい。

・遺物実測図 に関しては、 土器 1 : 4 ·  石器 1 : 3 ·  土

製品 1 : 2 ·  土器拓影 1 : 3 の縮尺に統一してある。

・出土土器観察表の記述は次の要領で行なった。 番号：

図 版番号と一致する。 法量：実際の計測値ならびに推

定復元による計測値を記した。 遺存度：図 示した部分

の遺存度を記した。 色調：灰白色(A)・ 淡黄燈色

(B ) . 暗黄燈色(C). 暗褐色(D). 黒褐色(E) . 

灰褐色(F)とし、 中間的なものはAB· B Cと表示

した。 胎土：明らかに在地の胎土と異なるもののみ〇

印をつけた。
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第1草 調査経過

1 調査に至る経過

長野市柳原地藉は 、 地理的には千曲川によって形成された自然堤防と千曲川の氾濫原が認められる。 今回の調

査地周辺は千曲川の氾濫原上に位置するものと考えられ、 長沼 l号幹線排水路沿いに畑地が分布するはかは一 面

低湿な水田か展開する。

昭和 6 1年この地域において市街地の造成を目的とした、 事業面積約2 4 haにわたる長野市中俣土地区画整理事

業が計画された。 事業予定地は周知の「小島・柳原遺跡群」内に位置するため 、 長野市教育委員会は同都市開発

部区画整理課の委託を受け事前に埋蔵文化財の存在の有無を確認するために試掘調査を実施することとなった。

試掘調壺は長野市教育委員会が設置した長野市遺跡調査会が組織する調査団によって 、 昭和 6 1年1 0月30日- 1 1

月 1 日の 3日間にわたって行われた。 調査は現地踏査により遺物の散布を確認した範囲内の任意の7地点につい

て実施した。 各地点における土層堆積状況はおおむね一致し、 現地表下 1m内外に位箇する灰黒色粘土層が遺物
包含層と認定された。 この結果より事業面積約2 4 ha中、 掘削等の工程により埋蔵文化財に破壊の及ぶ可能性の

高い道路部分約 5, OOOm刈こついて 、 記録保存を前提とした発掘調査の必要
性

が確認された。

本調査は昭和 63年から開始され 、 工事工程• 他遺跡調査日程との調整から以下の 3次にわたって実施した。

1 次調査 昭和 63年 9 月 12日- 9 月 19日( 6日間・ A区）

2 次調査 平成元年 4 月 3日- 5月 1 6日(2 4 日間· B- 1 -B- 4区）

3次調査 平成2 年 3月 1 日 - 3月20 日( 1 1日間· B- 5区）

調査地近景

- 1 -



2 調査の体制

(1) 昭和61年度の調査

試掘調査は長野市の委託を受け、 長野市教育委員会

が設置した長野市遺跡調査会が組織する調杏団によっ

て実施された。

長野市遺跡調査会の組織（昭和61年度）

会 長 奥村秀雄（教育長）

委 員 米山 ー政（長野市文化財保護審議会長）

桐原 健（長野市文化財保護審議会委員）

清水 営ー（教育次長）

関川千代丸（社会教育課文化財専門主事）

矢口 忠良（調査団長）

.nii. 臣
レ 事 高野 覚（教育委員会総務課長）

事務局長 吉見 敏（社会教育課長）

局 員 吉池 弘忠（社会教育課主幹）

山崎 博三（社会教育課主査）

調査団

調査団長

調 査 員

参 加 者

矢口 忠良（長野市立博物館主査）

山口 明（長野市立博物館主事）

青木 和 明（長野市立博物館主事）

中殿 章子（長野県考古学会員）

横山 かよ子（長野県考古学会員）

川島 邦子 藤沢 月 子 丸山たまき

丸山 悦子

(2) 昭和63 年度の調査

前年度の調査から長野市教育委員会が直接事業を実

施することになった。 組織・業務分担は以下のとおり

である。

調査主体者 長野市教育委員会教育長 奥村 秀雄

総括責任者 市埋蔵文化財センタ ー所長 諏訪部和彦

庶 務 係 " 所長補佐 小山 正

調 査 係 市埋蔵文化財センタ ー主事 青木 和明

主事 千野 浩

専門員 中殿 章子

専門員 横山かよ子

専門主事 小松 安和

専門主事 中沢 克己

専門主事 大室 昂

査 員 清水 隆寿（立正大学学生）調

参 加 者 竹元清蔵 小島忠久 田尻岩夫 岡田勇

西 志げる 丸山美江子 丸山悦子 川島邦子 川島

浩 中沢慶子 宮下智美 大沢寛司 出村駿ー 岡田

時子 上田たね 宮下きよ 松林伝次郎 柄沢清志

神頭幸雄 堀内とし 水内治美

(3) 平成元年度の調査

調査主体者 長野市教育委員会教育長 奥村 秀雄

総括責任者 市埋蔵文化財センタ ー所長 水沢 国男

庶 務 係 II 主幹 小山 正

II 職員 青木 厚子

調 査 係 ＂ 調査係長 矢口 忠良
II 主事 青木 和明

＂ 主事 千野 :伍&. 

II 専門員 中殿 章子

” 専門員 横山かよ子
＂ 専門主事 小松 安和
II 専門主事 中沢 克己
＂ 専門主事 大室 昂
II 職員 今井 悦子

調 査 員 飯島 哲也（関西大学学生）

参 加 者 中野節子 中野房伊 下川照子 鈴木寛

市川生子 斎藤澄 深沢信子 深沢百合子 宮島昭男

前沢初子 奥村千代子 常田保子 中島芳江 徳永一

調 査 係

I

I

 

I

I

 

職員 青木 厚子 宮沢美代子 白鳥光男 小池和幸 上野いせ子 中村

調査係長 矢口 忠良 常彦 宮沢嘉三 西沢弘晃 小越光晴 松浦サトミ

小林ともい 越山四方太 関川幸子 大和笑子 松田
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なか子 上野義次 大日方保 松田と志 小林まさ子

小林栄子 会津奈巳子 佐藤きせ 水野貞子 関夏江

辰野政治 辰野一枝 横田よきを 佐藤徳子 吉田正

児玉米子 渡辺好江 会津はな子 保坂けさ子 吉田

みや子 西沢卯三郎 橋詰ときを 松尾昭子 原和子

小山武男 小山幸子 町田清子 伝田いく美 浅品秀

子 阿部正子 根岸由恵 竜野いつ子 横谷すま子

西沢はつの 中沢光枝 黒岩けい子 下川利雄 松田

もと江 大沢弘 松井律子 松尾よし子 松山三郎

待井春子

整理参加者 徳成奈緒子 岡沢治子 池田見紀 小泉

ひろ美

執箪参加者 鶴田典昭 町田勝則

（闘長野県埋蔵文化財センタ ー調査研究員）

調査の実施および報告書の作成に当たっては以下の

方々よりご協力とご教示を得た。 記して謝意を表わし

たしヽ。

石川日出志 石黒立人 赤澤徳明 置田雅昭 太田三

喜 関川尚功 米田文孝 平松良雄 田嶋明人 藤田

典夫 久田正弘 中谷克彦 山下誠一 直井雅尚 小

山 岳夫 西山克己 青木一男 前島卓

また事業主体者である長野市中俣地区土地区画整理

組合におかれては、 埋蔵文化財保護に対して深いご理

解をいただき絶大な協力を賜った。 厚くお礼申し上げ

重機表土剥ぎ作業

遺構掘り下げ
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① 1:10000 ② 1 :2000 ③表府地質図(f : 泥濫原推梢物
fs: 用状地推梢物 nl : 自然堤防推栢物 al : 現河床堆梢物）

図1 調査地周辺因
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第 2 章 遺跡周辺の考古学的環境

長野市域犀川以北 に は 、 浅川扇状地遺跡群 • 小島柳原遺跡群とい う 大きな二つの遺跡群が存在する。 前者は浅

川に よって形成された広大な扇状地上に 立地する遺跡群であり 、 後者は千曲川左岸 に 形成された自然堤防上に 展

開する遺跡群で今回調査した中俣遺跡はその北東端 に 位置する。

以下正式調査を経た遺跡を中心に その概要を述べ周辺の考古学的環境 とする（番号は分布図と一致する）。

2 水 内坐一 元神社遺跡 柳原小学校新築移転事業 に と もない調査される。 中俣遺跡 と 同 一の自然堤防上に 立地

し、 将 来的には同 一遺跡として把握される可能
性

が高い。 弥生時代住居址 4 軒 、 古墳時代住居址 5 軒 、 平安時代

以降の柱穴群 · 溝址等が検出されている。

（文献 ： 長野市教委 198 0 「三輪辿跡J 長野市の埋蔵文化財第 6 集）

3 小島境遺跡 弥生時代中期以降の各時代に わたる遺構が検出されており、 古墳時代の周溝墓 5 基が検出され

ている。 周溝墓と同時期の住居址群も検出されており、 う ち 3 軒から玉生産関係の遺物が出土している。 出土土

1 . 中 俣逍跡 2 .  水内坐一 元神社遺跡 3 .  小島境追跡 4 .  南 川 向逍跡 5 
7 .  牟 礼バ イ パ ス B 地!.'!.逍跡 8 .  午礼パ イ パ ス A 地点逍跡

． 牟 礼 パ イ パ ス D 地点遣跡 6 .  牟 礼パ イ パ ス C 地点逍跡

13徳r::J逍跡 1 4 .  稲 田 徳叫蹟 1 5 .  三 オ 田 子逍跡 1 6 . 駒沢祭祀逍跡
9 迎 田 逍跡 1 0 . 浅 川 西 条遺跡 1 1 .  神楽橋遣跡 1 2 .  棺 田 逍跡

20 . i曳川端逍跡 21 . 押蹄逍跡 22 . I与 田 翡 校 グ ラ ン ド逍跡
17. 駒 沢新町逍跡 18. 上駒沢逍跡 1 9 場 谷 古項群

29. 地附山前 方後円憤 30 . . I :  池 ノ 平古梢群 31 . 南向塚古柑
23 . 下宇木沿跡 24 -26 . 三輪逍跡 27 . 国鉄 貨物基地俎跡 28 . 箱清 水沿跡

図 2 周辺遺跡分布図
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器群の様相には 、 新潟県地方からの影響が濃 く現われており、 また S 字状口 縁台 付甕もこれに伴出してお り 、 千

曲川流域における古墳時代初頭 の土器様相の一端を示す良好な資料といえる。

（文献 ： 青木和明 1 98 4 「小島境遺跡」 「古墳出現期の地 域性」 千 曲 川 水系古代文化研究所他）

4 南 川 向遺跡 小島柳原遺跡群の南西端付近に位置し、 平安期の集落が検出されている。 特徴的な遺物として

は、 緑釉陶器皿が出土している。

（文献 ： 長野市教委1 988 「小島柳原遺跡群 南 川 向 遺跡」 長野市 の埋蔵文化財第25集）

5 - 8 牟礼バ イ パスA- E地点遺跡 主要地方道長野荒瀬原線建設事業にともない調査されたもので、 縄文前

期、 弥生中期、 古墳前期 ～ 後期 、 平安 ～ 中世の集落が検出されている。 特筆すべ き ものとしていわゆる善光寺瓦

（丸瓦· 軒平瓦）か出土している。
文献 ： 長野市 教委198 2 「浅川扇状地 遺跡群一牟礼バ イ バ スA· E 地 点 遺跡」 長野市の埋蔵文化財第 12集

II 198 6 『浅川扇状地 遺跡群—牟礼バ イ パ ス B · C· D 地 点j 長野市の埋蔵文化財第 17集
10 浅川西条遺跡 駒沢川によって形成された扇状地の扇端部付近に位置する平安期集落。 緑釉陶器 、 和鏡な ど

が出土している。

（文献 ： 長野市教委1 975 「浅 川 西条』 長野市 の埋蔵文化財 第 2 集）

13 徳間遺跡 弥生中期終末の住居址が 2 軒検出されている。 土地区画整理事業にともない現在調査中の14稲 田

徳間遺跡の一部として理解しうるもので、 同遺跡では弥生中・後期、 古墳前 ・ 中期 、 奈良、 平安期の集落がかな

り明瞭にとらえられている。

（文献 ： 長野市教委1 980 「四ツ 屋 遺跡 徳間 遺跡 塩崎遺跡群 』 長野市の埋蔵文化財 第 9 集）

16 駒沢祭祀遺跡 湧 水地を選んだ古墳時代中期から奈良時代にかけ ての
焼

土 ・ 集石 • 土器集積を伴う 7 箇所の

遺構が検出された。 特に古墳時代中期のものは高杯 • 小型丸底土器等祭祀関係の遺物を中心に総数50 0 有余の土

器 か投棄された状況で検出されたもので、 他に鏡 • 剣 • 玉の石製模造品も出土している。

（文献 ： 森嶋稔 「長野県長野市駒沢新町祭祀遺跡」 『 日 本考古学年報J 1 9) 

17 駒沢新町遺跡 祭祀遺跡の北西に位置し 、 平安期集落が検出されている。 注 目 すべ き ものとして 、 平安後期

の懸仏鋳型とそれに伴うと考えられる工房址と推測される遺構が検出されている。

（文献 ： 長野市教委198 1 「湯 谷古墳群 長礼山 古墳群 駒沢新町遺跡』 長野市の埋蔵文化財第10 集）

19 湯 谷古墳群 後期古墳が 7 基確認 されているが調査以前に湮滅したものの存在がかなり予 想される。 中でも

最大規模と予想される第 1号墳はその立地からも本古墳群の中心的存在であったことが 予 想され 多 量の土師器 、

須恵器、 武具 （ 直 刀・刀子 ・ 鉄鏃）、 馬具（轡• 帯 金具· 雲珠）、 装飾 品 類が出土している。

（文献 ： 長野市教委198 1 『湯 谷古墳群 長礼山 古墳群 駒沢新町遺跡j 長野市の埋蔵文化財第10 集）

20 浅川 端遺跡 縄文～ 平安期の遺構が検出されている。 縄文時代は住居址1 軒、 土堀1 基を検出したか、 住居

址は前期 前半、 土堀は早期末までさかのはる 可能
性

がある。 古墳～奈良• 平安期の集落は南 東200111は どに存在

する押鐘遺跡(21)と同一の集落として把握しうる可能
性

もある。

（文献 ： 長野市教委1 988 『浅川 端遺跡j 長野市の埋蔵文化財第29集）

21 吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡 弥生時代後期前半吉 田 式土器の標 識遺跡。 3 次にわたる調査が行われ計17軒の住居

址が検出されている。 住居は吉 田 式の単一時期 で、 当該期における良好な集落遺跡である。

（長野市教委198 7 『長野吉田高校グラン ド 遺跡j 長野市 の埋蔵文化財第22集）

28 箱清水遺跡 弥生時代後期 箱清水式土器の標 識遺跡。 明治3 4年長野高等女学校建設事業にともない大最に出

土した土器は箱清水 式として把握され、 黎明期の日 本弥生時代研究に大 き な影響を与えた。

（文献 ： 長野市教委1 98 4 『箱清水遺跡(Z)j 長野市 の埋蔵文化財第1 5集 は か）
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遺跡範囲 と 名 称 に つ い て

今回の調査原 因となった中俣地区土地区画整理事業は 、 事業面積約2 4 haと広大なものであり、 今回調査を実

施した地籍の字名も上返町 ・ 一 丁田 ・ 東過上木 ・ 上過上木と複数にわたる。

推定される遺跡範囲は、 柳原小学校移転に伴って昭和5 4年に調査された水内 坐一元神社遺跡の存在を考慮する

ならば 、 大きく上返町 ・ 中俣道東 ・ 土井堰南 ・ 三 ツ 家沖地籍を中心として北 東から南西へと展開することが予想

される。

ただし旧地形は非常 に複雑な変化が認 められ、 推定範囲 内に連綿と集落が展開するのではなく、 今回の調査で

も明らかなごとく、 自 然堤防上に形成された微高地上に拠点となる集落が複数箇所形成されることによって、 広

大な遺跡群が結果として構成

されたものととらえられる。

今回の報告では後述するごと

く調査区を大 ぎ くA区とB区

に二分して記述した。 遺跡の

形成された時期はほぼ一致す

るものの両者の間には遺跡の

空 白地帯が存在し、 上述のご

とく遺跡の立地する微高地が

異なる可能
性

を考慮したから

である。 各調査地点の代表的

な字名をとり上返町遺跡 ・ 上

過上木遺跡として報告するこ

とも考慮したが、 両者を分離

する明確な根拠も今回の調査

にては把握するに至らなかっ

t· 
� o 

そこで現状では上返町～三

ツ 家沖地籍を中心として展開

する大きな遺跡群と把握し 、

長野県史遺跡地名表に掲載さ

れている遺跡番号67 58 中俣遺

跡より、 小島柳原遺跡群中俣

遺跡として報告する。 ただし

将 来的には遺跡範囲 ・ 遺跡の

性
格の明確化を待ってその名

称については再検討されるべ

きものであることを指摘して

おく。 図 3 - 1 遺跡範囲推定図
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図 3 - 2 周 辺字境図
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1 A 区 の調査

1 調査概要

第 3 章 調 査

A区は区画整理事業用地 内 に存在する自然堤防の南端部分に 位置するものと考えられ、 幅約 5m ・ 長さ約75m

• 面積約 450m升こ わたる調査を行った。 現地形から判断すると西側 に 遺跡範囲が延長する可能
性

は究めて高いが、

東側はしだい に 低湿地帯へと移行しSD 4 以東では包含層の存在も希薄とな り 、 遺跡範囲からは外れるものと考

えられる。 A区とB 区の中間地帯 も 、 現地形に はさはど高低差はなく当初は同一遺跡範囲内と想定していたので

あるが、 ト レ ンチ調査ならびにガス ・ 水道管埋設のさいに 土層の断面観察を行ったところ、 包含層である黒褐色

粘質 土層は認 められず遺跡範囲からは除外した。

現在同一の微高地上と判断されても 旧地形は微妙に 変化していることが予想され、 遺跡の立地する微高地もA

区 -B区へと直線的には移行しない可能
性

が高く、 あえて調査区を二つに分割したしだいである。 前節に ても述

べたとおり詳細は将 来的な検討に委ねたい。

本調査区の土層堆積は図4 に も示したとおり、 基本的 に は 4 層から構成される。 包含層は第 III層の黒褐色粘質

土層で、 第IV層の青灰褐色粘質 土層は地山ととらえられる。

遺構は I 期- I I I期の各時期のものが検出されているが 、 住居址の分布は微高地中央付近の西側 に 集中し東側は

溝址 • 土猥が主体となる。

2 I期の遺構

1 号住居址 （ 図5 )

検出状況： 調査区東端 に て検出された住居址で、 北 東端、 南西端は調査区外となる。 形状 · 規模 ： 8 . 10m X 6 . 

50mはどの長楕 円形プ ラ ンを呈し、 主軸はN -37' -Wである。 床面 ・ 壁 ： 床面は壁際をのぞき特に 住居中央付

近が堅緻に 締まっていたが貼り床は形成されていない。 壁 高は東壁18 cm· 西壁25cm·南 壁 18 cm · 北壁2 4cmを計り 、

確認 面からの掘りこみは平均20 cm程である。 柱穴： P 2 - P l4が検出されているが明確に主柱穴と考えられるも

のはなく、 柱穴の配列は不明である。 遺物出土状況：住居址北東隅の壁際で壷(1)が床直上より出土している。 ま

た P 1 · P 14付近の壁際より

炭

化材がかな り 出土している。

3 号溝址 （図4 )

検出状況 ： 調査区東端にて検出された北側 と南側はそれぞれ調査区外となる。 また北側は掘 り こみが浅く不明

瞭なものとなる。 形状 · 規模： 南西から北東方向に直線的 に 伸びる溝址で 、 中軸線の主軸はN-40 ° -E である。

確認 面における幅は平均 1m前後、 深さは 9 - 12 cm ほどの浅い溝である。 掘 り こみ等の形状は一様ではないが全

体としての断面は浅い逆 台 形状を呈する。 遺物出土状況 ： 覆土内より甕(2)が出土したはかは小破片のみである。

7 号土凛 （図 6 )

平面プ ラ ンは1 .70 X 1 .  50mの不整方形を呈する。 深さ20cm程で北側は二段 に わたって掘りこまれている。 覆土

内よ り 若干の土器片が出 土している。

8 号土濃（図6 )
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北側は調査区外となるが、 平面フ゜ ラ ンは1. 50m ほ どの不整長方形を呈する。 深さ15cm程で断面は浅い逆台形状

を呈する。 覆土は黒褐色粘質 土一層である。 北側は二段にわたる掘り こ みがなされ、 上段は浅いテ ラ ス状を呈す

る。 覆土内より若干の土器破片が出土している。

1 7号土塘（固 6 )

南側は若干が調査区外となるが、 平面フ゜ ラ ンは径0. gomは どの不整円形を呈する。 二段にわたる掘りこみがな

され深さは30cm程である。 覆土内より甕( 3 · 4 ) が出土している。

1 9号土塘（図6 )

南側は½程が調査区外となるが、 平面プ ランは径2 . 9 Qm は どの不整円形を呈すると思われる。 二段にわたる掘

りこみがなされ上段は深さ2 5cmを計る。 底面は湧水が著し 〈 完全には調査しえなかったが、 おそら 〈 65cmは どの

深さになると思われる。 壷 ( 5 - 7 ) ・ 甕( 8 ) . 高坪 ( 9 ) . 坪 (10) が覆土内より出土している。

2 1 号土壌（図6 )

平面プ ラ ンは1.20 X O. 8 Qmの楕 円形を呈し、 二段の掘りこ みかなされる。 深さ2 4cmで覆土は黒褐色粘質 土一層

である。 覆土内よ り 若干の土器破片が

出土している。

27号土凛（図6 )

平面プ ラ ンは径0. 7 5mは どの円形を

呈し深さは 5 cm程と浅い。 覆土より若

干の土器 片が出土している。

3 II 期の遺構

2 号住居址（図7 )

検出状況：調査区中央付近の住居址

集中地区から検出されたもので、 北側

閾 程が調査区外となる。 形状・ 規模：

長軸約 6. 50m X 短軸4. 40m ほ どの隅丸

長方形 プ ラ ン を 呈する。 主 軸 は N-

46 ° -wを計り、 後述する 3 号・ 4 号

住居址もはぼ同一の主軸方位をとる点

興味深い。 床面・壁 ： 床面は住居址中

央付近を中心に比較的堅緻に締まって

いたが壁際は軟弱である。 確認 面から

の掘りこみは浅く平均 7 cm 前 後であ

る。 柱穴： P l - P 3 が検出されてい

る。 いずれも主柱穴と考えられ、 特に

B' 

深( cmさ) 

Pl 32 
P 2  1 4 

亨 ＼ 0 P 3  1 3  
P 4 17  
P S 19  
P 6  1 1  

P 7  12 

A
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◎
 

四
◎
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瓢
A 
334 . 40 m  

図 7 2 号住居址実測図
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p 1 には柱根が遺存して いた。 柱穴配置は 4 I 

本長方形プ ラ ンである。 また P 4 - P 7は直

接本住居址と関わる も のか否か調査にては明

ら かにしえなかったが、 何 ら かの壁外施設の

痕跡の可能性 も ある。 その他の施設：炉は調

査区外となって確認 しえなかったが奥壁側柱

穴間中央や や 壁よりの位置に地床炉の存在か

予想される。 遺物は小破 片がかなり出土して

いるが図示しうる も のはない。 冒 叶
3 号住居址（図 8) L ＼ 
検出状況： 2 号住居址の東側で検出された 叶tll

も ので、 東側を 2 号溝址に切 ら れて いる。 ま
w .... -

゜
た北側 ½程が調査区外となる。 形状• 規模： A 

長軸は想定で約5. om、 短軸約4. 5m程の隅丸

長方形 プ ラ ンを呈し、 主軸はN -4 1 ° -Wで

ある。 床面・ 壁：床面は壁際を除き全体に固 図 8
〈 締まっ て いた。 壁高は西壁16cm、 南壁1 5cmで確認

面か ら の掘りこみは平均1 5cm前後である。 柱穴 . P

l - P 5 が検出されて いる。 P 1 · P 2 は主柱穴と

考え ら れ、 柱穴配置ば 2 号住 同様 4 本長方形プ ラ ン I 杞
＼が予 想される。 P 3 - P 5 は出入り 口 施設とし て と

ら え ら れる も のである。 P 4 · P 5 の二本一対の支

柱の中央付近に梯子受穴 ？ とし ての P 3 が存在する

I も のと理解したが、 p 3 を梯子受穴とする明確な根

拠はない。 炉は調査区外となり確認 されて いない。

遺物出土状況：いずれ も 覆土 内か ら の出土であるが

壷(1 1) . 高坪(12)が出土して いる。 特に高坪(12)は形態的

に北 陸地方か ら の影響が 強 く伺 われる点注目した I い。 ただし壷(I I)内 面の筏削り技法の存在を考慮する

ならば 、 本住居址はIII期に下る可能
性

も ある。

4 号住居址（図 9 )

検出状況： 3号住居址南 側で検出された も ので、

東側は3号住 同様 2 号溝址に切 ら れる。 南側 ½程が

調査区外となる。 形状 ・ 規模： 長 軸は想定で約5.0

m、 短軸約4. 6 m 程の隅丸長方 形 プ ラ ンを呈し主軸 I I I I 

はN-58 ' -Wを取る。 床面・壁：床は住居址中央

13 -
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3 号住居址実測図
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図 9 4号住居址実測図



付近を中心に 比較 的 固 く締まっているが、 壁際は軟弱 である。 壁高は北西壁 5 cm、 北東壁 りの
:

C

て

m

禾し�:'.了二方

の

主
オ：＇

り

ロ ニ

C

り;::�ニし／

゜

配木さ
主

穴

れた ：ニ 二、� : ; �[口：
他の施設：炉が一個検出されている。 奥壁側柱穴間中央やや内側 に 位置し、 深さ2 cm程の

― 33f.40m 

レ ンズ状に掘り ＜ ぽめられた地床炉で、

焼
土· 炭化物の堆積が確認 されている。 床面より 冒着詈璽璽冒‘’

壷(13)が出土している。

4 号溝址 （図 4 )

0 I m  
1 』 ' ' 』 J

図 10 1 5号土堀実測図

調査区東端で検出されたもので、 同時期の遺跡範囲の東端を画する溝である可能
性

が高い。 南西から北東へ直

線的 に 伸びる形態を呈し、 中軸線の主軸はN-47 ° -Eを計る。 確認 面からの掘りこみは10 cm前後と浅 〈 南側が

しだいに 深くなる。 幅は平均2m程である。 覆土内より土器 片 が出土しているが図 示しうるものはない。

1 5号 土塘（図 10 )

5号住居址の下に 確認 されたもので1.1 5 X0 . 7 5m程の不整長方形を呈する。 確認 面からの掘りこみは20 cm前後

で断面逆台 形状を呈する。 塘底 に 接した状態 で甕(14)が出土している。

4 III 期の遺構

5 号住居址（図 11 )

検出 状況：調査区中央付

近 に て検出されたもので、

住居址集中区の東端 に 位置

する。 形状 ・ 規模：長軸5.

20m短軸4. 80 111の隅丸方形

プ ラ ンを呈し、 主軸はN-

32 ° -EとI I期の住居址と

は異なる。 床面・壁：床は

住居址中央付近を中心に 比

較的固 く締まっていたが壁

際は軟弱 である。 壁高はい

ずれも 5 cm前後 で 、 確認 面

からの掘りこみは浅い。 柱

穴 : P l - P 4 が検 出され

ているが 、 いずれも主柱穴

と考えられ、 柱穴配置は一

辺約 z mの 4 本長方 形 プ ラ

ンである。 住居址中央やや

西寄りのところに 炉が検出

されている。 深さ 5 cm程の

\\ 
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レ ン ズ状に 灰 と 炭化物の堆積が確 認 さ れ底面 は さ は ど 焼 き 締 ま っ て い な い。 地床炉であ る 。

2 号溝址（図 4 )

調査区中央付近 に て 検 出 さ れ た 溝 で 、 3 号 . 4 号住居址 を 切 っ て 構築 さ れ、 1 4号土墟 に 切 ら れ る 。 南東か ら 北

西方向 に 直線 的 に 伸 び る 形態 を 呈 し 、 中心軸の主軸 は N - 21
°

- W を 計 る 。 確認面か ら の掘 り こ み は 平均30cm前

後 と やや深 〈 、 断面逆台形状 を 呈す る 。 深 さ は 北側 に 行 く に つ れ し だ い に 深 〈 な る 。 図示 し う る 遺物 は 出土 し て

い な い。

1 4号 土凛（図 4 )

2 号溝址 を 切 っ て構築 さ れ る 。 1 . o x o. 6m程の不整長 方 形 を 呈 し 、 深 さ 22cm を 計 る 。 猥 底 に 接 し た状態 で壷(15)

が出土 し て い る 。

5 そ の他の遺構（因12)

遺 構 名 平 面 形 規模 (cm)
時期長 軸 短 軸 深 さ

1 号 土 堀 不 整 榜 円 形 150 77 25 I 
2 号 土 猥 長 方 形 145 95 1 5  I 
3 号 土 城 方 形 195 1 75 35 I 
4 号 土 堀 楕 円 形 200 125 15 不明
5 号 土 猥 楕 円 形 150 105 24 II 
6 号 土 堀 方 形 1 15 1 00 35 II  
9 号 土 堀 方 形 95 85 1 4  I I  
10 号 土 横 楕 円 形 143 85 32 不明
1 1 号 土 堀 不 整 楕 円 形 140 85 25 不明
12 号 土 堀 円 形 85 65 25 不明
13 号 土 猥 長 方 形 1 12 50 30 不明
16 号 土 壊 円 形 1 00 80 1 0  不 明
20 号 土 堀 円 形 150 155 35 不明
22 号 土 浙 円 形 210  190 15 不明
23 号 土 堀 不 整 長 方 形 230 140  14 不明
24 号 土 堀 不 整 楕 円 形 85 60 1 8  不 明

表 1 A 区土猥一 覧表
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固 1 4 A 区出 土土器拓影
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No. 器種 ロ 径法足底径(cm器) 高 遺存度 色調 胎 土

1 号住居址

1 空． 15. 5 10. 4 2/3 C 

3 号溝址

2 甕 17. 6 2/3 C D  

1 7号 土塘

3 甕 17. 6 2/3 C D  

4 ＂ 16. 0 1 /2 D 

19号土堀

5 空-±a, 20. 0 1/4 C 

6 空- 1/4 F ゜
7 空一 2/3 C 

8 甕 1 7. 6 1/4 D 

9 高坪 10. 0 4/5 D 

10 坪ヽ� 16. 4 '4. 6 6. 1 1/3 A 

3 号住居址

1 1  空- 1/5 C 

12  高坪 23. 0 1/4 B ゜
4 号住居址

13 空． 7. 2 4/5 B 

15号土堀

14 甕 30. 4 2/3 B 

14号土堀

15 空ギ 8. 4 3/4 B 

成形 ・ 調整 ・ 文様
外 面 内 面

ロ 縁 ・ ハ ケ
ケ
→

→
箆

箆
磨

磨
き 頸 ： 隆帯 2 → LR縄 ナT— ゞ

文 胴 ： ハ き

ロ 縁 ： ナ デ 胴 ： 櫛縦羽状文

口 縁 ．・ ナ デ 胴 ： ハ ケ→ ナ デ

状
口

文
唇 ： （ 右LR回縄り

文
） 

ロ 縁 ナ デ 胴 ： 櫛縦羽

口 唇 ： 山 形突起 口 縁 ： ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ 櫛波状文 2 →櫛 直線文 3

口 唇 ： LR 縄 文 頸 ： 櫛 直線文 → 櫛縦羽状
文 （ 左 回 り ）
磨耗不明

箆磨 き • 赤彩 底部 ： 箆磨 き ・ 赤彩

箆磨 き • 赤彩

口 唇 • 面 と り 箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩 底 部 ： 箆磨 き

ハ ケ →箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き

ハ ケ→箆磨 き

ナ デ

ハ ケ→箆磨 き

磨耗不明

箆磨 き • 赤彩

0 粒： 箆：
箆削探り き • 赤彩

刷 ーナデ

箆磨 き ・ 赤彩

ノ ヽ ケ

頸 ： 櫛簾状文
区

( 3 連 止め ） 口 縁 ： 櫛 波状文 ハ ケ →箆磨 き7 (下 → 上 、 画 充瑣）

ハ ケ →箆磨 き 底部周辺 箆削 り ナ デ

表 2 A 区出 土 土器観察表

1 8  

備 考



2 B 区 の調査
1 調査概要

B区は、 事業予定地内にて唯一畑地が密集して展開する微高地をなしており 、 調査渚手以前より濃密な遺構の

分布が予想されていた地点である。

ま たおそらく遺跡が展開する自然堤防の北東端に位置し、 昭和 49 年度に調査を行なった本調査地より西へ40 0

mの距離にある水 内 坐一元神社（柳原小学校）遺跡の存在を考慮するならば 、 A区もあわせ調査区以西の自然堤

防上に大規模な遺跡群が展開することが予 想される。

今回は道路部分の総面積3 , 80 0 而以上にわた る調査

を行なっ たが I 期 - Ill期の各時期にわた る多量の遺構

が検出されている。

調査区が長大なため 、 以下便宜的に調査区を 1 - 5 

区に小区分し、 その概要を時期ごとに述べる。

I 期

1 - 3 · 5区において遺構の分布が認 められるが 、

各地区にて検出された遺構には出土土器の様相から大

き な時間差は認 められず、 はぽ同一時期の集落址と考

えてよさそ う である。

分布状況からは 1 ·2 区と3 · 5区とに二大別する

ことがで き る。 2 区以北の状況は攪乱等のために詳細

不明であるが 1区と3 区の中間地帯は遺構の分布が認

められない空 白 地帯となる。

南側の 1 · 2 区では住居址は比較的散漫な分布状況

を示し、 これとは対照的に北側の3 区北半- 5区南半

は環状に密集した分布状況を示す。 仮にこの二者を同
一時期に併存した二つの集落として理解することが可

能ならば 、 当 該期集落研究において非常 に興味深い資

料となろ う 。

II期

1 · 2 区にも 1 軒住居址が検出されているが 、 分布

の中心は3 · 4区と北側に移行する。 3 区と 4区との

中間地帯ならびに 4区南半は攪乱等により不明な部分

が多いが 、 SD13 以北が主要な分布域となる。

出土土器の中に在地の箱清水 式土器の伝統を残すも

のと古式土師器が供伴する例か存在すること等考慮す

るならば 、 I I期 - III期への移行は同一集落内にて比較

的スムー ズになされた 可能
性

が考えられる。

I II期

II期 同様 1 · 2 区にも若干の遺構が分布するが、 分

1 9  -
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布の中心は 3· 4区と北側 にある。 SD13

以北が主要な分布域であるか、 5区のSD1

5とした広大な 溝状の 落 ち 込みが集落域の

北側を画している可能
性

が高い。 住居址な

らびに溝址から大量の土器群が出土してい

るが 、 東海系• 北陸系を中心にかなりの 量

の外来系土器群が含まれ、 当 該期の広範な

交流の一端を垣間見せる。

2 I 期の遺構

1 号住居址 （図18 )

検出状況： l区東南端で検出された住居

址で、 北西隅が一部調査区外となるかはぱ

全堀しえた。 形状・規模：長軸4. 30m 、 短

軸3. somのやや不整な隅丸方形プ ラ ンを呈

する。 検出当初は土堀状の 落 ち 込み遺構か

と思われたが中央付近に
焼

土と炭化物の堆

積を有する ピ ッ ト が検出されたので住居址

と認定した。 主軸はN -21 ° - Wを測る。 床

面・壁：床面は全体に軟弱で 、 明瞭な床施設

は認められない。 壁高は東壁1 5cm· 西壁2 0cm

• 南壁18 cm· 北 壁16cmと、 確認面からの掘り

こみは平均20cm前後である。 柱穴：主柱穴等

検出されていないが住居址中 央やや北寄りの

位置に、

焼
土と炭化物の堆積を有する径18 cm

の ピ ッ ト が検出されている。 炉とする明確な

根拠はないが二段にわたる掘りこみを有し深

さ19 cmである。 覆土内より深鉢(16) か出土

している。

I > 

B' 

2 号住居址 （図19 )

検出状況： 1区東側で検 出された住居址で

東側 ％ 程か調査区外となる。 また北側を近世

溝に切られる。 形状・規模：径4. 9 0m程の 円

形プラ ンを呈する。 床面・壁：床面は全体に

軟 弱 で 、 貼 り 床等 の 施設は認められなかっ

た。 壁高は北壁16cm·西 壁10cm· 南 壁16cmで

確認面からの掘りこみは平均2 0cm程である。
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柱穴 ： P l- P 7 が検出され了 いる。 主柱穴は P l- P 4 で炉を中心として 6 本の同心円 状の配列が予想される。

P 5 - P 7 は支柱穴と考 え られるものであるが、 配置は不規則である。 炉：住居址中央付近に地床炉が一個検出

されている。 径50 cm程の円 形をなし、 深さ27 cmである。 内部には灰·炭

化

物 ・焼土の

堆

積が認 められたが底面は

さは ど 焼き締まってはいない。 覆土内から土器破片が出土しているが図 示しうるものはない。

4 号住居址 （図20 )

検出状況： 1区北東端で検出された住居址で、 西側 ％程が調査区外となる。 本住居址よ り 北は同時期遺構の空

白地帯が広が り 明確なものでは 9 号住居址まで遺構が存在せず、 I期に併存する二つの集落が存在した可能
性

の

あることは前節にて述べたとお り である。 形状 ・規模：径6 . gomのや や 不整な 円 形 プ ラ ンを呈し、 本遺跡で検出

された 1 期の住居址の中ではもっとも大型である。 床面 ・壁：床面は住居址中央部を中心として主柱穴間内部が

比較的締まっていたが、 壁際は軟弱である。 貼 り 床等の施設は認 められなかった。 壁高は北側15cm · 東側17 cm·

南側 17 cmを測 り 、 確認 面からの掘 り こ み平均15cm前後である。 覆土は 7 層から構成されるが、 基本的には レ ン ズ

状の 自然

堆

積としてとらえ られる。 柱穴： P 1 - P lOが検出されているが大型 住居であるためか、 主柱穴は炉を

中心に二重に配置される。 内側は P

6 - P 8 で 4 本- 5 本の同心円状の

配置が予想され、 外側は P l- P 5

で 8 本の同心円状の配置が予想され

る。 p g は規模·深さとも主柱穴と

大きな変

化

はないがその
性

格は不明

である。 炉：住居址中央に地床炉が

一個検出された。 ％が調査区外とな

るが径6 5cm程の円 形を呈すると思わ

れ、 深さ14cmである。 内部には灰•

炭化物 ・ 焼土の

堆

積が認 められ底面

もかな り 焼き締まっていた。 遺物出

土状況：覆土内よ り 壷( 17 )・ 甕( 1

8 · 19 )  が出土している。 また住居

址東側の壁際で床面よ り 若干浮いた

状況で磨製石鏃( 6 )・ 扁平片 刃 石

斧( 43 ) ・ 打製横刃 型石器( 45) ・打

製石錐( 14) が出土している。

7 号住居址 （図21)

検出状況：3 区にて検出された住

居址で、 北東を18 号住居址に、 南 東

を8 号住居址に切られ一部に攪乱を

うける。 形状·規模：径4. 40 mのや

や不整な円 形プラ ン を呈する。 床面

◎ P 6 

◎ P 7 

① 
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· 壁 ： 床面は 全体に固 く 締

まっており良好な状況を呈し

ズ いた。 壁高は西壁27 cm · 南

壁39 cmを測り、 確認 面からの

掘 り こみは平均30 cm程であ

る。 西壁と南壁際に壁周溝が

検出されてい る。 南 壁際の も

のは幅1 5cm · 長さ2 . 3Qm・ 深

さ7 cm、 西壁際の も のは幅 6

cm · 長さ1. 5Qm ・ 深さ 3 cm程

である。 柱穴 ： P l - P S が

検出されて い る。 主柱穴は P

l - P 4 と考えられ、 柱 穴 配

置は一辺2 . omの方 形 プ ラ ン

である。 P 5 · P 6 は住居址

の中軸線上に配される支柱穴

B' 
A 
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図2 1 7 号住居址実測 図

と考えられ、 p 7 も その可能性が考えられる。 p 8 は壁際に配される支柱穴の可能
性

があるが他には検出されて

おらず 詳細は不明である。 炉 ： 住居址中央や や 南寄りの位置に地床炉が一個検出されて い る。 径40 cm程の円形で

焼
土· 炭化物が検出されて い るがさほど

焼
き締まっては い な い 。 遺物出土状況 ： 床面付近より壷(20 -35) · 甕

(36- 48 ) · 蓋( 49 )・ 鉢 (50 · 51)· 杯 (52 - 54) · 高杯( 55) が出土してい る。

9号住居址 （図22 )

検出状況 ： 3区住居址集 中区南

端で検出され、 北西隅を13号土堀

に切られる。 形状 ・ 規模 ： 径4, 0 

mの円 形 プ ラ ンを呈する。 床面 ・

壁 ： 床は全体に堅緻に締まってお

り良好な状態であった。 壁 高は東

側17 cm· 西側15cm · 南側19 cm · 北

側16 cmで平均18 cm程である。 壁周

溝が全周しており、 幅20 cm · 深さ

5 cm平均である。 柱穴： P l - P  

7 が検出されて い る。 主柱穴と考

えられるのは P l - P 4 で柱穴配

置は一辺1. somの方形 プ ラ ンであ

る。 P 5 - P 7 は支柱穴だが配置

が不規則で詳細は不明。 炉：住居

址中央やや 南寄りの位置に地床炉

叫
� ， 
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が一個検出されている。 40 -30cm程の楕円形

を呈し、 掘りこみは 5 cm程と浅い。

が出土しているが図示し う るものはない。

1 3号住居址 （図23)

検出状況： 1区南西端で検出された住居址

で西側％ 程が調査区外となる。 形状・ 規模 ：

長軸5. 30m 、 短軸4. somのや や 楕 円 に近い円

形プラ ンを呈する。 床面 ・ 壁 ： 床面は全体に

軟弱で不明瞭である。 壁 高は東側12cm·南側

12cm· 北側 13cmで確認 面からの掘りこみは平

均12cm程である。 柱穴 ： P l - P 9 が検出さ

れている。

残る。

土器破片

P l- P 4 を主柱穴と考えたが、

や や 南側に片より、 配置も不整形な点疑問が

P 7 - P 9 は支柱穴と考えられるが P

5· P 6 は
性

格不明である。 炉は検出されて
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tu
 

1 4号住居址 （図24)

検出状況 ： 1区南西端にて検出さ

れた住居址で東側％ 程が調査区外と

なる。 形状 • 規模 ： 径5. 10mのやや

不整な円形フ゜ ラ ンを呈する。 床面·

壁：床面は全体に軟弱で不明瞭なも

のだが 、 住居址中央付近を中心にや

や 固 く締まった部分も認 められた。

壁高は西側 8 cm· 南側19 cm· 北側13

cmで、 確認 面からの掘りこみは平均

15cm程である。 柱穴： P l - P 8 が

検出されている。 主柱穴と考えられ

るのは P l- P 3 で、 柱穴配置は一

辺2. 50m程の方形プ ラ ンが予想され

る。 P 5 - P 8 はそれぞれ主柱穴間

に二個一対づつ配置された支柱穴と

考えられる。 東側は不明だが 、 ある

いは主柱穴間に同心円状に配置され
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掘り こ み規模も浅く主柱穴 と は考えられないがその
性

格は不明である。 炉 ： 住居址中央付近に地床炉が一個検出

さ れている。 7 5 X 60 cmの楕 円形を呈し、 5 cm程の レ ン ズ状に掘り窪められている。 内部には

炭

化

物、
焼

土の

堆

積

が認 められた。 覆土内から土器小破片が出土しているが固示しうるものはない。

1 5号住居址 （図25)

検出状況 ： 1区西側で検 出 さ れた 住 居址で東側は％程

が調査区外 と なり、 ま た 住 居址中央部を 8 号溝址に切ら

れる。 床面・ 壁 ： 床面は全体に軟弱で不明瞭である。 住

居址北側の壁際に長 さ 2. 5Qm、 幅0. 90mの浅い落 ち 込み

が認 められたが、 何らかの施設であるのかまた は攪乱で

あるのか明らかにはしえなかっ た 。

確

認 面からの掘りこ

みは浅く壁高は平均 5 cm程である。 柱穴 ： P 1· P 2 か

検 出 さ れたのみである。 共に掘りこみは浅 〈
性

格不明で

`
g
 

E
 o
i·
 

.
g
 

ある。 その他本住居に直接関連する施設は検出 さ れてお

らず、 本遺構を住居址 と する積極的な根拠はない。 覆土

内から若干の土器破片が出土しているが図 示しうるもの

はない。

1 8号住居址 （図26 )

検出状況： 3区で検出 さ れた 住居址で、 7 号住 居址の

うえに構築 さ れている。 東側 ½程が調査区外 と なる。 形

状 ・ 規模：長軸5.0m、 短 軸 4. 30m程の楕 円形プ ラ ンが

予想 さ れる。 床面 ・ 壁 ： 床面は住居址中央付近を中心に
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比較的堅緻に締まっていた が貼り床等の

施設はな さ れていない。 壁 高は西壁21cm

• 南 壁12cm·北 壁 10 cmを測る。 覆土は 4

層が認 められるが基本的には レ ン ズ状の

自 然

堆

積 と と らえられる。 柱穴： P l -

P lOが検 出 さ れている。 主柱穴 と 考えら

れるのは P l - P 3 で、 柱 穴 配置は 6 本

同心円状が予 想 さ れる。

考えられる。

p 5 は支柱穴 と

確

認 さ れているが性格は不明である。

土内より壷 ・ 鉢· 杯( 83-8 6 ) が出土し
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1 9号住居址 （図27 )

検出状況： 1 区西側にて検出され

た 住居址で、 東側％ 程が調査区外と

な り 南半を2 号溝址に切られる。 形

状・規模：径5. gomの円 形 プ ラ ンを

呈すると思われ、 やや大型の住居址

である。 床面・壁 ： 床面は全体に軟

弱で不明瞭なものである。 貼 り 床・

周溝な ど特別の施設は検出されてい

ない。 壁高は西壁20 cm·南 壁 13 cm·

北壁23 cmを測 り 、 確認 面からの掘 り

こみは平均20 cm程である。 柱穴： P 

l- P 9 が検出されているが、

50m程である。

主柱

穴と考えられるものは P l - P 5 で

ある。 主柱穴配置は 8 本の同心円状

が予想され、 柱穴間の距離は平均1 .

P 7 - P 9 は支柱穴

-.., a, "' ...  "' "' -
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と考えられるもので 、 特に P 8· P

9 の位置から主柱穴間内部に方形に

支 柱が配される可能
性

も考えられ

る。 また 本住居址では炉はおそらく

調査区外となって検出されていないが、

B
A

 
゜ 2 m 

図27 19号住居址実測図

P 6 の存在を考慮するならば 、
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4 号住居址同様炉の周囲にさらに柱穴が

配されていた 可能性も考えられよ う 。 覆土内よ り 壷( 57 ) ・ 甕( 58 )· 坪( 59 ) が出土している。

20号住居址 （図28 · 29 )

検出状況： 2 区中央付近にて検出された 住居址で、 北 東隅は一部調査 区外とな り また 攪 乱を受ける。 B 区南半

で検出されて I 期の住居址の中では41号住居址とともにもっとも西側に位置するもので、 南側集落の西端となる

可能性もある。 形状 ・ 規模： 径5. 50mのやや 不整な円形 プ ラ ンを呈する。 床面 ・ 壁 ： 床面は壁際を除いて全体に

堅緻に締まってお り 比較的良好な状況であった 。 た だし貼 り 床等の特別な施設は認 められない。 壁高は東側 43 cm

• 西側47 cm · 南側3 6 cm·北側52 cmで確認 面からの掘 り こみは平均42 cm前後と非常 に深い。 壁面は直に近 く 掘 り こ

まれていたが、 南側はやや 不明瞭であった 。 柱穴： P l - P 7 が検出されている。 主柱穴と考えられるものは P

1 - P 6 で主柱穴配置は6 本の同心円状である。 ま た各柱穴間の距離は平均1 . 80m程である。 柱穴はいずれも径

2 5cmと小さいが、 掘 り こみは3 0 cm前後でしっか り した ものであった 。 p 7 は支柱と考えた が、 あるいは炉に伴 う

何らかの施設かもしれない。 炉 ： 住居址中央や や 南西よ り の位置に、 切 り あっ た 二つの炉が検出された 。 切 り あ

い関係からは北側の炉のほ う が新しい。 ともに地床炉で深さは南側3 2 cm·北側3 6cmとかな り 深 く 、 断面船底型を

呈する。 内部には炭化物と焼土の厚い

堆

積が確認 されている。 遺物出土状況：本住居址は焼失住居であ り 、 床面

直上と覆土上層から き わめて多量の土器が良好な状態で出土している。 住居址の覆土は基本的には第 2 - 5 層の

4 層ととらえることがで き る。 第 4 層は粘
性

の強い黒褐色粘質 土で、 同層下半には多量の炭化材・炭化物を含み、

27 
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図28 20 号住居址土器出土状況実測図

床面直上として扱った土器も第 5 層に接した 4 層下半より出土したものである。 4 層上面には第 3 層とした薄い

炭

化物層が確認 されており、 上層出土として扱った土器群はこの層より出土している。 土器の出土状況は床面直

上のものと比べて比較的細かく破砕されている。 住居址の埋没過程のある時点で 火を焚き土器を破砕して投棄し

たよ う な何らかの祭祀行為に伴うものである可能性も考えられる。 床面直上より出土 し た土器は、 土圧によって

押し潰されたものが多いが比較的原形をとどめた状況で出土している。 出土位置は大きく北西と南東の壁よりの

地点に二分できる。 出土器種の構成を比較してみると、 前者は広口 壷 1 ・ 甕 2 . 台 付甕 2 . 甕用蓋 1 . 片口 鉢 l

であり、 後者は壷 1 . 無形壷 1 ・ 短頸壷 1 . 甕 2 である。 炉の周囲に近い北西側に煮沸用の器種が集中する点は、

住居址内の空間利用を推察する う えで示唆的なあり方を示している。 床面直上からは壷• 甕 (60 ·6 1·63·64)

． 甕 (6 5 -7 1 )·坪 (62)·片口 鉢 (7 2) ・ 蓋 (7 3) が、 上層からは壷 (7 4·7 5·8 1·8 2)・甕 (7 6·80 ) · 蓋 (7 8 )

• 片口 (7 7 )·高杯 (7 9 ) が出土 し ている。 また覆土内からではあるが、 指輪状の石製品 (51) が出土している。

2 7号住居址 （図30 ·31)

検出状況 ： 3区住居址集中区中央付近にて検出されたもので、 北側 ¼程を23号下層住居址に切られる。 20 号住

居址同様
焼

失住居であるか、 B区北半住居址群中で
焼

失住居は本住居址のみである。 形状 ・ 規模： 径4. 30mの円

- 2 8 -



形プラ ンである。

床面・壁：床面は

住居址中央付近を

中心に 比較的 固 く

締まっていたが壁

際は軟弱である。

壁高は全体に 低く

確認 面か ら の掘り

こみは平均10 cm前

後である。 柱穴は

P l - P S が検出

されている。 比較

的小型の住居址で

あるので、 主柱穴

配置は 4 本方形か

6 本の同心円状が
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予想されるが、 検
A ' 

334 . SO m  

吋

出された柱穴の位

置はいずれも不規

則で、 主柱穴配置

を明確に把握しえなかった。 P l - 図2 9 2 0号住居址実測 図

p 3 のあるものは23 号下層住居址に

伴うものである可能性もある。 p g  

は1.3 0 X 1 . QQm、 深さ28 cm程の不整

方形を呈する土堀状の落 ち 込みであ

るが際立った遺物の出土もなく
性

格

ょ不明である。 遺物出土状況：前述

のごと 〈
焼

失住居であり、 多量の炭

化材と土器が出土している。 炭化材

は切り合いのない南側の壁際を中心

に検出され、 また土器は南東壁より

のところに集中箇所が認 められる。

床面直上より壷 (91 - 10 2 )・甕 ( 10

3 - 10 6)· 台 付 甕( 10 7 - 1 14)· 蓋

( 115· 1 1 6 ) ・ 底 部 穿 孔鉢( 1 17)·

坪( 1 18 - 120 ) が出土している。
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図 3 1 27号住居址炭化材 ・ 遺物出 土状況実測図

3 2号住居址 （図3 2 )

検出状況：3 区住居址集中区の中央付

近に位置し、 2 5号・3 5号住居址の下に検

出されたものである。 北 東隅を溝址に切

られる。 形状 ・ 規模 ： 径4. lOm程の円形

プ ラ ンを呈する。 床面 ・ 壁：床面は住居

址中央付近を中心に比較的 固 く締まって

いたが、 壁際は軟弱である。 壁高は西壁

3 9 cm · 南壁 6 cm · 北壁22 cmで

確

認 面から

の掘り こ みは平均20 cm 前後である。 柱

穴 : P l - P 8 が検出されているが、 P

1 - P 5 が主柱穴の可能
性

が高く p 6 は

支 柱と考えられる。 主柱穴 配置は 6 本の

同心円状が予想される。 P 8 は深さ10 cm

程の不整形な落 ち込みであるが本住居に

伴うものか不明である。 炉は住居址中央

付近に地床炉が一個検出されている。 径

50 cmの円形で深さ10 cmである。 図 示しう

る遺物は出土していない。
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図 3 2 3 2号住居址実測図
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3 3号住居址 （図33)

検出状況 ： 3区住居址集中区中央

付近に位置し、 2 4号 ・ 2 5号住居址の

下に検出されたものである。 形状 ・

規模：径3. som程の隅丸方形に近 い

円形プラ ンを呈する。 床面・ 壁 ： 床

面は全体に固 く締まっていたが壁際

はや や 軟弱である。 壁高は遺存状況

のよい北側で22 cmを測り、 確認 面か

らの掘りこみは平均20 cm程である。

南西は大半が上の住居址に破壊され

かろう じ て床面を確認 したのみであ

る。 柱穴： P 1 - P l2 が検 出されて

いる。 主柱穴と考えられるものは P

l - P 4 で主柱穴 配置は 4 本方形プ

ラ ンである。 また主柱穴間の距離は

平均1 . 80m程である。 P 5 · P 6 は支柱

穴と考えられる。 住居址中 央付近にある

P 7 - P 9 は本住居址に伴うものか不明

である。 壁際に検出された P l0 - P l2 は

壁支柱の可能性もあるが、 い ずれも北西

に片より詳細不明である。 北西壁際に壁

周溝が確認 されている。 幅20 cm·深さ 5

cm程のもので、 外 円弧のみである。 炉：

住居址中央付近に地床炉が一個検出され

ている。 径55cmの円形で、 深さ20 cmであ

る。 覆土内より土器破片か出土している

が図示しうるものはない。
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図33 33号住居址実測 図

P
o
 

l a, 

p
©
 

2
©
 

戸
口

A ' 
----

A ' 

2 m 

A- A ' 

゜
図34 36号住居址実測 図

36号住居址 （図34)

検出状況 ： 3区住居址集中区中央付近に位置する。 31号 ・ 39号住居址に切られ北側 ½程を検出したにす ぎない。

形状・規模：径4. 30mの円形プ ラ ンである。 床面 ・ 壁：床は全体に比較的締まって い たが壁際はやや 軟弱なもの

となる。 壁高は北側で32 cmを測り、 確認 面からの掘りこみは平均30 cm程である。 西側ははとんどか39号住居址に

よって破壊されてお り、 かろう じ て床面を確認 したのみである。 柱 穴 ： P l - P S か検出されている。 主柱穴と

考えられるものは P l · P 2 で主柱穴配置は 4 本方形から 6 本の同心円状が予想される。 柱穴間の距離は1. som 

である。 P 4 - P 6 は支柱穴 、 P 7 · P 8 は壁支柱ととらえられようか。 炉は検出されて いないが P 6 の北側に

若干の
焼

土の

堆

積が確認 されている。 覆土内より壷 ( 122 · 123 · 12 4)・甕 ( 12 1)· 壷用蓋 ( 12 4) が出土して い

る。 また (42 1 - 42 6 ) は39号住に混入してい たものであるが、 本住居址出土の可能性が高い。

- 31 -



4 0号住居址 （図 35)

検出状況： 3 区住居址集中区西側で

検 出されたもので、 B 区北半に 展開す

る I 期集落の西端 に 位置する。 39 号住

居址の下に 検出された。 形状・ 規模：

径4. lOmのやや 不整な円形プ ラ ンを呈

する。 床面 ・ 壁： 床面は全体に 固 く 締

ま っ て いる。 壁高は西壁15cm·南壁15

cm· 東壁10 cmで確認 面からの掘りこみ

は平均15cm程である。 柱穴： P l - P  

4 が検出されているが明確 に 主柱穴と

とらえ られるものはな く 、 主柱穴配置

は不明である。 P S は径1.2 am ・ 深さ

45cmの不整な円形を呈する土墟状の落

ち 込みであるが、 際立った遺物の出土

もな く
性

格不明である。 また本住居に

直接伴わぬ可能性が高い。 炉 ： 住居+,�

中央や や 南寄りの位置に 地床炉が
一個検出されて いる。 径7 0 cmの円

形を呈 し 、 レ ンズ状に 5 cm程掘り

窪められて いる。 内部に は
焼

土と

炭化物の堆積が確認 されて いる。

覆土内より土器破片が出土してい

るが図 示 しうるものはない。

54号住居址 （図 36 )

検出状況 ： 5 区南端に て 検出さ

れたもので、 B 区北半 に 展開する

I期集落の北端に 位置する。 南側

は若干が調査区外となり、 西側は

lro 
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図35 40号住居址実測図
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図36 54号住居址実測 図

ト レ ンチ に よっ て 破壊 し てしまった。 形状 ・ 規模 ： 長軸4.0m 、 短軸3. 40mの小判 型を呈する。 床面 ・ 壁 ： 床面

は住居址中央部分を除い て 全体に 軟 弱で不明瞭なものであった。 壁高は北壁14cm · 東壁 14cmを測る。 柱穴： p 1 

- P 6 が検出されている。 主柱穴と考 え られるのは P l - P 4 で、 主柱穴配置はや や不整な 4 本長方形プ ラ ンを

呈する。 主柱穴間の距離は長軸2 .0m、 短軸1. 7 0m程である。 P 5 · P 6 は支柱穴と考え られるが 、 p 5 はある

いは炉 に 伴う何らかの施設に 関連する可能
性

もある。 炉 ： 住居址中央南寄りの柱穴間に 、 地床炉が一個検出され

ている。 40 cm X 60 cmの楕円形を呈 し 、 5 cm程の レ ン ズ状に 掘り窪められて いる。 内部に は炭化物と
焼

土の堆積が

確認 されている。 遺物 出 土状況：床面より壷( 126 ) ・ 甕( 127 ) が出土して いる。
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23号下層住居址

（図37 )

検出状況： 3区

住居址中央区西側

で検出さ れた住居

址で、 南側 は27 号

住居址を切 り 東側

は28 号住居址に切

られる。 また本住

居址調査中に別の

遺構の床面が検出

さ れ、 これを23号

上層住居址として

扱った。 形状 ・規

模：長軸6. 40m、

短軸4. 60mの隅丸

方形に近い長楕 円

形プラ ンである。

主軸 は N-7 ° 

Eである。 床面 ・

壁：床面は 全体に

比 較 的 堅 緻 に 締

まっていたが、 壁
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図37 23号下層住 居址実測図

際はやや軟弱である。 壁高 は西壁23cm·北壁12 cmを測 り 検出面からの掘 り こみは 平均20 cm程である。 柱穴： p 1 

- P lOが検出さ れている。 主柱穴と考えられるものは P l- P 4 もしくは P 5 であ り 、 主柱穴配置は 4 本長方形

である。 柱穴間の距離は 長軸3. oom、 短軸1. 7 0mである。 南 壁際に検 出 さ れた P 9 · P 10 は 梯子受け 穴等の出入

り 口施設に関連する可能性が考えられる。 P 6 - P 8 は 本住居に直接伴わぬものかも し れない。 炉 ： 奥壁側柱穴

間中央に地床炉が一個検出さ れている。 径50 cm程の不整円 形で、 5 cm程の レ ン ズ状に掘 り 窪められている。 内部

には
焼

土の堆積が確認 さ れている。 覆土内から高坪( 87 )·台 付甕( 8 8 ·90 )·甕用蓋( 8 9 ) が出土している。 ま

た床面直上よ り 鉄石英製の管玉が1 点出土している。

1 D号溝址 （図38 )

l区西側にて検出さ れたもので、 半 円形の溝址である。 幅 は 平均40 cm、 深 さ20 cmを測る。 当初住居址の壁周 溝

とも考えたが、 他に何らの施設も検出さ れず、 またこの溝址に直接関係すると思われる土壊 ・柱穴等も存在せず

その性格は不明である。 同じ l区中央付近にある11号溝址も同様のものと考えられる。 底部に接した状態で短頸

壷( 128 ) が出土している。

6 号土城 （図38 )

1区北側にて検出さ れたもので、 長軸3. 8 Qm· 短軸1 . 5Qm程の不整楕円 形を呈する。 二段にわたる掘 り こみを
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有し、 最深部 では2 5cmを測る。 痰底より若干浮いた状態 で甕 (129 ) · 台 付甕 ( 130 · 133) · 壷 ( 132 )・杯 (131)

が出土している。

7 号土壊 （図38 )

1 区北側 に て検出されたもので、 6 号土城の北側 に 位置する。 径1. somの円形を呈し深さ10 cm程 である。 覆土

内 より甕 ( 134) が出土している。

1 4 号土城 （図38 )

3区住居址 中 央付近にて検出されたもので、 長軸1.20 m・短軸0 . 8 5m程の不整方形を呈する。 確認 面からの掘

りこみは60 cmとや や 深く、 断面逆 台 形状を呈 す る。 覆 土 内 より壷 ( 135 · 137 - 140 ) ・ 甕 (14 1 ) ・底部 穿 孔鉢

( 136 ) が出土している。
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2 1号土壊 （ 図38)

1 区 中 央付近に て 検 出 さ れ た も ので、 南側 は 乃程が調査区外 と な る 。 長軸1. 50m程の円形 も し く は 楕 円 形 プ

ラ ン が予想 さ れ る 。 確認面か ら の掘 り こ み は 8 cm程 と 浅 い が西側 壁際のみ 深 く 落 ち 込み22cm を 測 る 。 覆 土内 よ り

碧玉製管玉が 2 点 出 土 し て い る 。 出 土土器は小破 片 が若干 あ る のみ で時期の特定は不可能だが、 1 期の墓址であ

る 可能性が高 い。

22号土壊 （図38)

1 区 中 央付近に て 検 出 さ れ た も ので、 長軸1. 60m程のやや不整 な 隅丸の三角 形状 を 呈す る 。 確認面か ら の掘 り

こ み は 浅 〈 8 cm程であ る 。 覆土内 よ り 土器破片 がか な り の量 出土 し て い る 。

30号土壊 （図38)

1 区 中 央付近に て 検 出 さ れ た も ので、 径1. 50m の 円 形 を 呈す る 。 確認面か ら の掘 り こ み は 浅 く 8 cm であ る 。 覆

土内か ら 碧玉製管玉が 1 点 出土 し て い る 。 出土土器は 若干の小破片 があ る のみ で時期の特定は不可能だが、 21号

土堀同様 I 期 の墓址であ る 可能性が高 い 。

46号土壊 （図38)

3 区住居址集 中区中央付近 よ り 検出 さ れ た も の で25号住居址に 切 ら れ る 。 短軸1. 50m・長軸2. oom程の楕円 形

プ ラ ン が予想 さ れ る 。 確認面 か ら の掘 り こ み は 30cm と やや 深 く 断面逆 台 形状 を 呈す る 。 覆土内 よ り 甕 (142) · 壷

(143·144) な ら びに磨製石剣の未製品 が 1 点 出 土 し て い る 。

47号土城 （図38)

3 区西側 で検出 さ れ た も ので上部 を 他の溝址 に 切 ら れ る 。 径50cm程の 円形 を 呈 し 深 さ 39cm と やや 深 い 。 内部は

い わ ゆ る 土器溜状 を 呈 し て お り 、 完形の壷 2 点 ( 150 · 151) ・ 底部穿孔鉢 1 点 (152) を は じ め と し て 、 か な り の

量の土器破片 が出 土 し て い る 。

48号土壊 （図38)

3 区西側 で検出 さ れ た も の で、 径1. 80mの円 形 を 呈 し 深 さ 50cm であ る 。 覆土内 よ り 土器破片 がか な り 出 土 し て

い る 。

49号土壊 （図38)

3 区西側 で検 出 さ れ た も ので、 40号住居址 を 切 っ て い る 。 径1. 90mの円 形 を 呈 し 深 さ 90cm であ る 。 覆土内 よ り

壷 (145 · 147) ・ 杯 (146) が出 土 し て い る 。

57号土壊 （図38)

5 区15号溝址の下で検 出 さ れ た も ので、 長軸1. 60m程の不整形 な 落 ち 込 み で あ る 。 二段 に わ た る 掘 り こ み を 有

し 最深部 で深 さ 45cm を 測 る 。 堀 底 に 接 し た 状況 で壷 (153 - 155) · 甕 ( 156 · 157) ·高 坪 (158 · 159) が 出 土 し

て い る 。

58号土壊 （図38)

5 区15号溝址の下で検出 さ れ た も の で東側 ½ は 調査区外 と な る 。 径1. 20mの円形 を 呈 し 深 さ 48cm であ る 。 覆土

は 5 層 よ り な り 、 4 層の 炭化物層 を 中 心 に 壷 (160 · 161 · 163) · 甕 (162) が出 土 し て い る 。

59号土壊 （ 図38)

5 区15号溝址の下で検出 さ れ た も ので、 58号土堀の南に 位置す る 。 長軸1. 20m ・ 短軸0. gomのやや不整 な楕円

形 を 呈 し 、 深 さ 54cm と 深い 。 内部に 深 さ 10cmの 2 個 の ピ ッ ト を 有す る 。 覆 土 よ り 壷 ( 164) が出 土 し て い る 。
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II期の遺構

6号住居址 （図3 9 )

検出状況：3 区住居址集中区南側で検出さ

れたもので、 南西側 ％は調査区外となる。 ま

た住居址中央部分を他の土塘 に 切られる。 形

状 ・ 規模 ： 短軸3 . 50m程の隅丸長方形プラ ン

が予想される。 主軸はN -7 5 ° -Eを測る。

床面 · 壁：床面は全体に 軟弱で不明瞭なもの

である。 東壁側は周溝状に 一段深く掘り下げ

られており、 幅 平 均 50 cm · 深さ 18 cm程であ

る。 これは北隅 に も認 められ、 西壁際も一段

深く掘り下げられていた可能
性

がある。 柱

穴： P l- P 5 が検出されているがいずれも

位置的 には不規則なもので、 主柱穴配置は不

明である。 壁 高は 北 壁22 cm · 東 壁 17 cmを測

る。 覆 土より壷( 16 5 - 168 · 17 1 - 17 3 ) ・甕

( 169 · 17 0 ) · 底部穿孔鉢( 17 4· 17 5) ・甕用
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蓋( 17 6 ) · 高 坪( 17 7 - 17 9 ) · 杯 ( 180 - 18 

3 ) が出土している。
゜ 2 m  

図3 9 6 号住居址実測図

8 号住居址 （図 40 )

検出状況 ： 3 区住居址集中区南端にて検出されたもので、 東側 ％程で調査区外となる。 7 号住居址の上に構築

されるが、 土堀に 切られまた一部攪乱を受けるため、 調査面積はわず か に 過 ぎ ない。 形状・規模 ： 長軸4.3 0m程

の隅丸長方形プ ラ ンが予想され、 主軸は ほ ぼ南北方向をとる。 床面 ・壁：床面は全体に 比較的固 く締まっていた

が壁際は軟弱である。 壁 高は西壁23 cm · 南 壁 19 cmを測り、 確認 面からの掘り こ みは平均20 cm程である。 柱穴： P 

l - P 3 が検出されている。 P 2 が主柱穴の一つとなり、 主柱穴配置は 4 本長方形 フ゜ ラ ンが予想されるが詳細は

不明である。 P l · P 3 は支柱穴であろ う 。 他 に 本住居に 関連する施設は検出されていない。 覆土内より壷( 18

4 · 18 5) · 高杯( 18 6 · 187 ) ・甕( 18 8 · 189 ) が出土している。

2 2号住居址 （図 41)

A' 

検出状況：2 区中央付近 に て検出されたもの

で、 西南を14号溝址に 切られまた南側 ½程が調

胴 張りの隅丸長方形 プ ラ ンが予想され、 主軸は

N -2 6 ° -Eを測る。 床面 · 壁：床面は貼り床

はなされていないものの非常 に 堅緻に 締まって

おり良好な状況を呈していた。 壁高は北壁2 5cm

• 西壁18 cm · 東壁20 cmを測り、 確認 面からの掘

りこみは平均20 cm程である。 柱穴： P l - P 4  

A
 

図40

B
 I .  淡褐色粘質土
2 .  暗茶褐 色粘質土
3 .  暗茶褐色粘質土
4 .  暗茶褐色粘質土
5. 暗茶褐 色 粘質士
6. 暗黄褐色 粘質士
7 .  黒 褐色粘質土

A
' 

334 . 0 m  

2 m 

8 号住居址実測図
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が検出されている。 主柱穴 は P 1· P 2 で主柱穴配置 は 4 本長方形プ ラ ンが予想される。 柱 穴間の距離は 短軸で

2. 2 Qmを測る。 p 3 は 住居址中心軸上に 配される支柱穴と考えられる。 P 4 は 壁支 柱の可能性 も あるが本住居址

に 直接伴う も のか不明である。 柱穴間中央や や 壁よ り の部分に 炭化物の堆積が認 められたが、 炉 に 伴うと考えら

れる掘 り こみ ・

焼
土な ど は

認 められなかった。 p 1 内

よ り 甕( 190 ) が出土して

いる。

23号上層住居址

（図42 )

検出状況：23 号下層住居

址調査中に床面の存在から

確認 された住居址で 、 壁等

は破壊してしまった。 形状

• 規模：確認 された床面の

範囲から、 長軸4. 40m ・ 短

軸3 .20m程の隅丸長方形プ

ランが予想される。 主軸 は

C'
 S 0 14 

I
n 

◎ 
@Pl �

P 2 

C `
 

A ' 

N - 3 " -Eを測る。 床面

· 壁：床面は 貼 り 床は なさ

れていない も のの全体 に 非

常 に 堅緻で良 好な状況で

あった。 柱穴 ： P l- P 4 が検出されている。

主柱穴 に は P l- P 3 が考えられる。 4 本長方

I .  筑 褐色粘質土（砂混）
2 .  焦 褐 色粘牧土
3 . .�A 褐色粘質土（ 炭化物混）
4. 灰 褐色枯竹土（砂混）
5. 灰黄褐色枯質土
6.  暗 褐 色枯 土

形配列が予想されるが奥壁側の 1 本は 検出され

なかった。 柱穴間の距離は 長軸2 .3 0m ・ 短軸1.

om程である。 P 4 は 住居址中心軸上に 配され

る支柱穴と考えられる。 炉 は 奥壁側柱穴間やや

壁よ り の位置 に 検出されている。 50 X 40 cmの楕

円形を呈する地床炉で、 5 cm程の レ ン ズ状に 掘

り 窪められている。 内部に は 炭化物・
焼

土の

堆
積が確認 されている。 覆土よ り 甕( 19 1- 193 )

• 台付甕( 19 4 · 19 5) が出土 し ている。

25号住居址 （ 図 43 )

検出状況：3 区住居址集中区中央付近で検出

された も のである。 3 2 ·3 3 号住居址のうえに 構

築された も のであるが、 北側 は 大半が2 4号住居

B
 

B ' 

� O'' 

図4 1 22号住居址実測 図
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址に 切られる。 形状・ 規

模： 長 軸 6. 8 0 m 、

4. 3 0mの隅丸長方形プラ

ンでやや 大型である。 主

軸 は N - 1 1 °

短 軸

- wを 測

る。 床面・ 壁 ．’ 床面は全

体に 比較的堅緻に 締 ま っ

て い た。 壁高は東壁18 cm

• 西壁18 cm·南壁16cm ·

北壁 9 cmである。 西壁南

側から南 壁 に か け ては壁

際の床面が 5 cm程の高 ま

りをもつ部分が検出され

て い るが、 明

確

なベ ッ ド

状遺構とはとらえ られな

い。 柱穴： P 1 - P l3 が

検出されて い る。 主柱穴

と考 え られるのは P l

P 4 で柱穴配置は 4 本長

方形プ ラ ンで、 柱 穴間の

距 離は長軸3 . 15m、 短軸

2 . 0 m 前後である。 p 5 
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· P lOは住居址中心軸上

に 配される支柱穴と考 え られる。

図43 25号住居址実測 図

P 6 · P 7 は出入り口 施設 に 関連するもので梯子受け 穴の可能
性

も考 え られる。

P 8 · P 9 · P 1 1  - P 13 は本住居に 直接伴うものか否か不明であるが、 P 8 · P 9 は支柱穴とも考え れらる。 炉

等その他の施設は検出されて いない。 覆 土内より甕 ( 19 6 · 19 7 ) が出土している。

2 8号住居址 （図 44)

検出状況：3 区住居址集中区東端 に て検出されたもので、 東側は調査区外となり西側は23 号住居址調査の際に
一部破壊してし ま った。 形状 ・ 規模：一辺4. 40m程の不整な方形を呈するが、 ある いは東側は他遺構が切りあっ

て いる可能性もある。 床面・ 壁：床面は全体に 軟弱で不明瞭なものである。 壁高は北壁14cm · 南壁2 0cmを測る。

ま た南壁際には壁周 溝が検出されてい る。 幅は平均2 0cm· 深さ 6 cm程である。 柱穴： P l- P 6 が検出されてい

る。 いずれも位置的 に は不規則なもので主柱穴配置は不明である。 p 7 は径1. som程の不整円形を呈する土横状

の落 ち 込みであるが本住居 址 に 直接伴うものであるか不明である。 覆 土内より甕( 198 ) ・ 甕用蓋( 199 )・高坪

(2 00) が出土してい る。

3 0号住居址 （図 45)

検出状況：3 区北端に て検出されたもので、 北西％程が調登区外となる。 形状 • 規模：短軸4. oom程の隅丸長

38 



方形プラ ンが予想され主軸はN-7 5 ° -W

を測る。 床面 ・ 壁 ： 床面は住居址中央付近

を中心に比較的固 く締まっていたが壁際は

やや 軟弱である。 壁高は北壁10 cm·東壁11

cmで確認 面からの掘りこみは平均10 cm前後

である。 柱穴： P l - P 7 が検出されてい

る。 主柱穴と考えられるのは P 1 · P 2 で

主柱穴配置は 4 本長方形 プ ラ ンが予想され

る。 柱穴短軸 間の距離は 1 . 7 Qmである。 P

3 - P 5 は出入り口 施設に関係するもので

ある可能
性

がある。 P 6 · P 7 はともに土

堀状の落 ち 込みであるが 、 直接本住居址と

関係するか不明である。 覆土内よりかなり

の土器破 片が出土しているが図 示しうるも A 

のはない。

39号住居址 （図 4 6 )

検出状況 ： 3 区住居址集中区西端にて検

．
 

．

．

 

/‘’
 
i
_

 

.

.

.
 

A- Pzo
 

． 

CID 

A ' 

P 4  
p 5 p � え

゜ C, 
P 3  

E
O
O

.
＜
c
c
 

.

8
 

2 m 

図 4 4 2 8号住居址実測 図

出されたもので、 3 6·4 0 号住居址、 4 9 号土塘の上に構築され、 3 1号住居址に切られる。 形状 ・ 規模：長軸4 . som 

の隅丸長方形 プラ ンが予 想される。 主軸はN-4 2 ' -Eを測る。 床面 ・ 壁 ： 床面は住居址中央部を中心に比較的

固 〈 締まっていたが壁際は軟弱である。 壁高は北壁1 4 cm · 南 壁18cmを測り確認 面からの掘りこみは平均15cm程で

ある。 柱穴 ： P l - P 7 が検出されている。 主柱穴ととらえられるのは P l · P 2 で主柱穴配置は 4 本長方形が

予想される。 長軸柱穴 間の距離は3 .

20mである。 P 4 · P 7 は支柱穴の

可能性かある。 住居址中央や や 南 寄

りの位置に

炭

化物の堆積が確認 され

たが
焼

土は認 められず炉とは考えら

れない。 覆土内より甕 (20 1·20 2 )

· 甕用蓋 (20 3 ) が出土している。

42号住居址 （図 4 7 )

検出状況 ： 2 区中央付近で検出さ

れた住居址で、 南側は1 4 号溝址に切

られ、 西側は調査区外となる。 形状

• 規模：隅丸方形または隅丸長方形

プランが予想されるが½程を調査し

たにす ぎず、 正確な規模は不明とい

わ ざるを得ない。 主軸はN-3 3 ° -

A
 

◎ P 2 

叫 11 - SB 30 叶
A' 

2 m 

図4 5 3 0号住居址実測図
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E。 床面・壁：床面は全体に軟弱で不明瞭な

ものである。 壁 高は北壁49 cm · 東壁20 cmを測

る。 東側壁よりのところに幅7 5cm、 深さ20 cm

程の溝が検出されているが本住居址には直接

関係しない。 柱穴 ： P l- P 8 が検出されて

いるが位置的にはいずれも不規則で主柱穴配

置は不明である。 住居址中央付近に

炭

化物の

堆積が確認 されているが炉と考 え られるもの

ではなかった。 覆土内より壷 (2 10 ) · 甕 (2 1

2 )  . 高坪 (2 1 1) が出土している。

4 7 号住居址 （図 48 )

検出状況 ： 4区北側で検出されたもので北

西側 ％程が調査区外となる。 形 状 ・ 規模 ： 隅

丸長方 形 プ ラ ンを呈するものと予想され、 短

軸 4. 3Qmである。 主 軸 はN -38 ° - Wを測

る。 床面 ・ 壁 ： 床面は住居址中央付近を中心
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図46 39号住居址実測 図

に比較的固 く締まっていたが壁際は軟弱である。 壁 高は東壁19 cm·西壁11cm · 南 壁2 4cmで、 確認 面からの掘り こ

みは平均20 cm程である。 柱穴 ： P l - P 3 が検出されている。 主柱穴と考え られるのは P 1 · P  2 で、 主柱穴配

置は 4 本長方形 プ ラ ンが予想される。 短軸柱穴間の距離は1.20mである。 P 3 は長径1. 50m程の長楕 円 形の落 ち

込みであるが二段にわたる掘りこみを有する。 出 入り 口 施設に関連する ピ ッ ト である可能
性

が高い。 覆土内より

台付壷 (20 4) ·甕 (20 5) · 甕 用 蓋 (20 6 ) が出土した。

49 号住居址 （図 49 )

検出状況 ： 4区にて検出された住

居址で 、 南東は％程か調査区外とな

り、 また一部に攪乱を受けている。

形状・規模 ： 隅丸長方形プ ラ ンを呈

するものと予想され、 短軸は5. oom 
とやや 大型である。 主軸はN - 40 °

-wを測る。 床面 ・ 壁 ： 床面は全体

に比較的固 く締まっていたが壁際は

や や 軟弱である。 壁 高は東壁で19 cm

• 西壁16cm·北壁20 cmで確認 面から

の掘りこみは平均15cm前後である。

柱 穴 ： P l - P 3 が検 出されてい

る。 主 柱 穴 は P 1 · P 2 と考 え ら

れ、 主柱穴配置は 4 本長方形配置が

Pz
ie
 

A一

m A 

◎ P 5 

B'
 

ヽ
A_
 

S014 

゜ 2 m  
A' 

334 . 40 m 

図47 42号住居址実測 図
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予 想される。 短軸柱穴間の距 。い 叶離は2 . ?Omである。 炉：主柱 犠
穴 間中央に地床炉が一個検出

されて いる。 径50cm程の円形
(i) を 呈 し 、 5 cm程の レ ン ズ状に 10:l Joi 

疇
掘り窪められて いる。 内部に

焼
土と炭化物の堆積が確認 さ

れている。 覆土内より甕用 蓋

(2 07 ) が出土してい る。

�/ ら
P 2  

\ 1  A' 

クグ加

5 2号住居址 （図50)

検出状況： 4区にて検出さ

れたもので、 4区の住居址群

鵬諭 101 

｀ 二
｀ の中ではもっとも南に位置す io:i uJ 

る。 形状· 規模： 長 軸3 . 00 A ゜ 2 m  A' 

334 . 2( 
m、 短軸2 . Somの不整な隅丸

方形 を 呈する。 床 面 • 壁 ： 床

面は全体に軟弱で不明瞭なも 図48 47号住居址実測 図

のであった。 壁高は低く、 確 勉勿勿笏 I ロ /to 
認 面からの掘りこみは平均 10

cm程である。 柱穴は確認 され

_A_! P l □ P 2  ていない。 住居址中央やや北
〖 □) I I A' 

寄りのところに長径1. som程

の長楕円形の 落 ち 込みが検 出

されて いる。 深さ 5 cm程であ

るが内部から炭化物と土器片 P 3  
が出 土して いる。 裂土内より 『 ゜高杯(2 08 · 2 09 ) が出土して

いる。

56号住居址 （図51)
I 

lex, 1� 
悦乱

検出状況： 4区南側で検出

された住居址で南側 を 51号住

居址に、 北側 を 49 号住居址に r ゜ 2 m  
切られる。 また北東隅は一部

A A' 

攪乱が及んでいる。 形状・規 334 . ! 0m  

模 ： 隅丸長方形プ ラ ン を 呈す

ると予想され、 短軸3 . 7 5mで 図49 49号住居址実測図
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固50 52号住居址実測図

あ る。 床面・ 壁：床面は全体 に 軟弱で不明瞭で

あ る。

確

認 面からの掘 り こみは平均20 cm程であ

A
 

A
 

B `
 

N)
 

撹舌L

a
 

企

S B 51 

゜
図51 56 号住居址実測図

る。 柱穴： ピ ッ ト が一個検出されているのみで柱穴配置等不明で あ る。 覆土内よ り 壷 (2 13· 2 1 5)· 甕 (2 14) が

出土して いる。

9 号土塘 （図 52 )

l区東側 に て検出され

たもので、 北側は 1 号溝

址に切られ、 東側は若干

調査区外となる。 二段 に _A_ . A' 
333.90 111 

; ；; : ： : ：� : み: : : る

し

。
最

’’羞�桑‘’’’
堀底よ り かな り 浮いた状

況で壷 (2 18 ) か出土して いる。

(J) 
A
 

@ 
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A
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゜

□ 333
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図52 9号・44号 ·55号土猥実測図

4 4号土壊 （ 図52 )

3区北東に て検出されたもので、 長径1. gom ・ 短径L 6amの楕 円形を呈する。 深さ50 cm程で覆土内よ り 甕 (2 1

6 )  . 高杯 (2 17 ) が出土して いる。

5 0号土撰 （図 52 )

3区39 号住居址の下 に 検 出されたもので径1. lOm程のや や不整な円 形を呈し 、 深さ75cmとや や 深い。 覆土内よ

り 甕 (2 19 ) か出土して いる。
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4 III期の遺構

5 号住居址 （図 53 )

検出状況 ： 3 区住居址集中区中央

付近に て検出されたもので、 西側は

若干 が調査区外となる。 形 状・規

模：4. 3 0 X 4. 20mの隅丸長方形プ ラ

ンを呈 し 主軸はN - 17° - Wを測

る。 床面 ・ 壁 ： 床面は全体に 比較的

固く締まって いたが、 壁際は軟弱な

ものとなる。 壁高は北壁1 1 cm · 南壁

10 cm· 東壁15cm · 西壁14cm で確認面

からの掘りこ みは 、 平均10 cm前後 で

ある。 柱穴 ： P 1 - P 18 が検出され

ている。 主柱穴は P 3 · P 4 · P 9

· P  12 と考えられ 、 主柱穴 配置はや

や不整な 4 本の方形フ゜ ラ ンである。

P 1 5·16の周囲の床面は土堤状 に や

や 高 くなってお り 、 特に P 1 5は何ら

かの貯蔵穴施設の可能性が考えられ

るが、 きわだった遺物の 出土はな

い。 張り出 し状に 検出された P l7 ·

18 は本住居址に 直接伴うものか否か

不明 である。 覆土内より二重口 縁壷

(220 ) ・短頸壷 (22 1· 222 )· 小 型

丸底 tl1 (223 )· 甕 (22 4 -22 6 )· 高

坪 (227) ・粗製器台 (228 ) が 出 土

し ている。

24号住居址 （図 54)

検出状況：3 区住居址集中区中央

付近 で検出されたもので2 5 · 3 2 · 3 3

号住居址を切って構築されて いる。

形状・規模： 4. 3 0 X3 . 90mの隅丸方

形プラ ンを呈 し 、 主軸はN - 1 4 ゜ —

E を 測る。 床面・壁 ： 2 5号住居址調

査中に 、 床面の存在から新たに検出

し た住居址であり 、 床面は全体に 非

常 に 堅緻でしっかり し たものであっ
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たが、 壁際はや や 軟弱で

ある。 壁は東壁の一部を

確認 したのみであるか、

壁高2 4cmを測る。 柱穴：

主柱穴は P l - P 4 で 4

本方形の配列である。 柱

穴間の距離は2. somを測

る。 p 5 は径1.20 m程の

不整な円形を呈する土横

状の落 ち込みであるが、

本住居に 直接伴う も ので

あるか不明である。 炉等

その他の施設は検出され

ていない。 出土遺物 も 図

示しうる も のはない。

2 9号住居址 （ 図5 5 )

検出状況： 3区住居址

集中区北側で検出された

i co 

冒
I ·

- I ふ fl 三2

Pl 39 
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P4 42 
PS 52 
P6 26 
P7 9 
口0 1 1 

P s
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1 1  \\ � 
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B `
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333 . 90 111 

゜
図55 29号住居址実測固

も ので、 北側は若干が調査区外となる。 形状 • 規模：4. 40 X 4. 20 mの隅丸方形プ ラ ンが予想され主軸はN- 15 °

-Eを測る。 床面・壁：床は住居址中央主柱穴間内のみ堅緻で 、 壁際は周溝状に 平均10 cm程一段下がる。 壁高は

東壁1 5 cm · 西壁2 5 cm · 南 壁22 cm · 北壁18 cmで、 確認 面からの掘りこみは平均20 cm程である。 柱穴： P l - P 9 が

検出されている。 主柱穴と考えられるのは P l - P 4 で 4 本方形配列をなし柱穴間の距離は2. ?Om程である。 P

5 - P 7 は支柱穴と考えられるか、 P 5 · P 6 はあるいは炉に 関連する施設の可能
性

も ある。 炉：住居址中央に

地床炉が一個検出されている。 径5 5 cmの円形をなし、 5 cm程の レ ン ズ状に 掘り窪められている。 内部には炭化物
・

焼
土の堆積が確認 されている。 覆土内より直 口 壷(229 ) · 甕(230 ) · 鉢(231) · 器 台 (232 · 233) が出土して

いる。

3 1 号住居址 （図 5 6)

検出状況： 3区住居址集中区西側 に て検出された も ので、 36 · 39号住居址を切って構築されている。 また南側

¾程が調査区外となり、 住居址中 央部に攪乱を受ける。 形状・規模：一辺6. 9 Qrn程の隅丸方形プラ ンが予想され

主軸はN-13 ° -Eを測る。 床面 ・ 壁：床面は29号住居址同様、 住居址中央部分のみ堅緻で壁際は周溝状に 平均

15 -20 cm程下がる。 壁高は北壁5 5 cm · 西壁40 cm · 東壁50 cmで確認 面からの掘りこみはかなり深い。 柱穴： P l 

P 14が検出されている。 主柱穴と考えられるのは P l - P 3 で、 主柱穴 配置は 4 本の方形プランが予想される。

P 4 - P 9 · P 11 · P  12 は支柱穴と考えられる。 住居址中央部は攪乱を受けており、 炉等の施設は確認 されてい

ない。 覆土内より二重口 縁壷(234 · 235 ) · 直口 壷(236-239 ) · 甕 (2 40 -2 45 ) · 高 坪 (2 46-2 48 · 2 5 4)・底部

穿孔鉢 (2 49 ) · 小型丸底均(2 5 1 · 2 52 ) · 器 台 (2 53) が出土 し ている。

- 44 -



I 
co 

ふ

B'
 

3
3
4 .

 
!
O
m
 

Q p g 

悦乱

A
 

゜
図56 31号住居址実測 図

37号住居址 （図 57 )

検出状況 ： 3区住居址集中区北側にて検出された

もので 、 2 5号 · 32号住居址の上に構築されたもので

あるが 、 これ ら の住居址の調査中に検出されたもの

で南側 ％程を破壊してしまった。 形状 ・ 規模 ： 一辺

3. 50m程の隅丸方形プ ラ ンが予想され、 主軸はほ ぼ

南北方向に取る。 床面・ 壁 ： 床面は全体に比較的固

〈 締まっていたが壁際は軟弱である。 壁高は北壁10

cm · 西壁12 cm · 東壁 8 cmで確認 面か ら の掘りこみは

平均10 cm程である。 柱穴 ： P l - P 4 か検出されて

いる。 主柱穴と考え ら れるのは P l · P 2 で柱穴間

の距離は1. 90mである。 柱穴配置は 4 本方形が予想

される。 炉等その他の施設は確認 されていない。 覆

土内より 台 付甕 (2 55·2 56 )·小 型丸底琲 (2 57 ) ·

高杯(2 58 ) か出土している。
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4 8号住居址 （図 17 ) 、
8

検出状況 ： 4区にて検出されたもので

49号住居址の上に構築されるが 、 5 4 · 5 5

号住居址に切 ら れ、 また東側は攪乱を受

け形状· 規模等は不明である。 床面は部

分的に堅緻な部分が認め ら れたが全体に

軟弱で不明瞭なものである。 確認された

北壁は10 cmを測る。 柱穴は ピ ッ ト が2 個

検出されているが、 本遺構に伴うものか

不明である。 その他の施設は検出されて

お ら ず、 本遺構を住居址 と する積極的な

根拠はない。 覆 土内より 甕 (2 59 ·2 60 )

• 台 付甕(2 6 1) が出土している。

5 1 号住居址 （図58 )

検出状況： 4区南側で検出されたもの

で北西側 弧は調査区外 と なる。 形状 ・ 規

模 ： 4. 50 X 4. 10 mの隅丸方形プ ラ ン を呈し、

A
 

゜ 2 m 

主軸はN-47 °

図58

A ' 

`
g
 

吋

51号住居址実測図

-Eを測る。 床面・ 壁：床面は住居址 中 央部 と 南壁

側の一部が固 く締まっており 、 この部分を取り囲むように壁際は周溝状に10 - 1 5 cm程下がる。 壁高は東壁12 cm ・

南 壁1 5 cm · 北壁2 6cmを測る。 柱穴： P l - P 3 が検出されておりこれ ら が主柱穴 と なる と 思われる。 柱穴配置は

4 本方形プラ ン が予想され 、 柱穴間の距離は2. oom程である。 出土遺物は図示しうるものはない。

5 3号住居址

検出状況 ．

隅丸方形プラ ンが予想される。 床面·壁 ： 床面は全体に軟弱で不明瞭なものである。 確認面か ら の掘りこみは平

均15 cm程である。 柱穴等本遺構に直接関連する と 思われる施設は確認されてお ら ず、 本遺構を住居址 と する積極

的な根拠はない。 覆土内より 台 付甕(2 62 ) ・ 甕(2 63 ·2 6 4) · 高坪 (2 6 5 ) が出土している。

1 3号溝址

（図 1 6 )

2 区北端にて検出されたもので、 東側 ½が調査区外 と なる。 形状• 規模：一 辺 7 m程のやや大型の

（図17 ·59· 60 )

3 区住居址集中区南側 に て検出されたもので南西か ら 北東へ直線的に伸びる形態を呈する。 北側の推定流路本

体の形状は 、 幅3.3 0 111 ・ 溝底幅2.20 111 · 深さ0 . somの断面逆台形状をなすが 、 南側はさらに幅3 . 50 m程の二段に

わたる浅いテ ラ ス

状の平坦面をなし

この部分を含めた

確認面での溝幅は

約7 . oomを測る大

溝である。 調査概

要の項でも述べた

z
 

図59
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・
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譴
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13号 溝址土層堆積状況実測 図
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と お り 本溝址は 3 - 5 区に 展開 す る 当該期

集落の南端 を 区画す る 溝址であ る 可能性が

高 く 、 本 溝址以南 は 遺構分布の空 白 地帯が

形成 さ れ る 。 覆土の堆積状況 は下層 ～ 中層

ま では 比較 的 レ ン ズ状 に 近 い 自 然の堆積状

況 を 示すが、 上層は 一部再掘 削 さ れて い る よ う であ る 。

. . . 
. .. . .. '、．．． 

固60

遺物は 8 -

10層 を 中心に出土 し て お り 出土土器の様相か ら は 本溝址は II 期 に 掘

削 さ れ 、 III期初頭に 大量の土器群が投棄 さ れ た も の と 考 え ら れ、

り 、 当該期の研究 に 良 好 な 資料 を 提示す る も の と い え よ う 。

そ

の存続期間 は II 期 - III期 と と ら え ら れ る 。 強粘性の覆土 と 湧 水の た

め調査 は 困 難 を き わ て 、 確実な 分層発掘 は な し 得ず出土土器の一括

性は保証 し 得 な い か、 遺物出土状況の垂直分布図に 示 し た と お り 、

在地の箱清水式 系の土器 と 古式土師器が混在 す る 状況 で出土 し て お

• 箱清水式系
• 古 式土師器

0 ! O m  
I , " " I 

13号溝址土器出土状況図

z
 

s 

334 . 60 m 

図61

2
 

3 

1 . 暗 択 褐 色粘土
2 .  黒 褐 色 粘 七
3 .  II沿 褐 色 未/; 一 l こ
4 .  暗灰褐色末Ii:±—． 

5 .  黒渇 色 粘 t
6 . .I\ 褐色tli 七
7 . .'.I!, 褐 色 枯 七
8 .  灰 褐 色粘 t

0 l m  
I ' ' ' ↓ I 

14号溝址土 層 堆積状況実測 図

壷 (266- 273·277 - 286) ・ ヒ サ ゴ壷 ( 274 - 276·333) ・ 甕 ( 287 · 290 -314 · 317·320·321) · 台付甕 (288

· 289 · 315 · 316·318·319·322 - 332) · 高坪 (334- 354) ・ 器 台 (351- 354) ・ 蓋 (355·356) ·片 口 鉢 (359)

・底部穿孔鉢 (360) · 坪 (358·361·362) ・ 粗製器台 (357) が出土 し て い る 。

1 4号溝址 （図16·61)

2 区中央付近 に て 検出 さ れ た も ので、 22 · 42号住居址 を 切 っ て 構築 さ れ る 。 北西か ら 南東へ直線的に 伸 び る 形

態 を 呈す る 。 溝流路本体の幅2. oom、 深 さ 1. Q5m を 測 り 、 南側 は 幅0. 50m程のテ ラ ス 状の平坦面 を 有す る 。 覆土

は 比較的 レ ン ズ状 に 近 い 自 然の堆積状況 を 示 し 、 6 層 を 中心に 遺物が出土 し て い る 。 壷 (364) · 甕 (363 · 369-

371) · 台 坪 甕 (365- 368·372 - 374) ・ 底部穿孔鉢 (375) · 高 坪 (376 - 381) ・ 器 台

· 鉢 (385) ·坪 (386·387) が出土 し て い る 。

(382·383) · 小 型 壷 (384)

1 5号溝址 （図1 7 )

5 区南側 に て 検出 し た も ので、 溝址 と し た が本 来的 に は 旧 地形の 自 然の落 ち 込み に 土器群が投棄 さ れ た も の と

考 え ら れ る 。 た だ し こ の溝 を 境に 北側 に は住居址 は 検出 さ れ て お ら ず 、 南側の13号溝址 と 対 を な し て II - III期の

集落 を 画 し て い た 可能性が 高 い

も の と 考 え ら れ る 。 幅平均8. 00

m、 深 さ 0. sorn を 測 る 。 二重 ロ

縁壷 (388) · 壷 (389 - 391) · 

甕 (392 - 396) ・ 鉢 (397 · 398 

·405) · 高坪

台

(399 - 401) ・器

(402) · 小 型 丸底 柑 (403·4

1 8 号 土猥

A
' A

 

55号 土猥 60号土城

-
A
 

04) · 粗製器 台

出土 し た 。

(406 - 408) カゞ

口 : A � ー_/ A' 

� I 尊 ! O m
2 

5 4 
3 

A A 333 . 90m 一
鳳贔

-u·,:: ,� ロニ’2 . .'.I', 褐 色枯 土 ＋ 炭 化物1 11 11 1  I I I 3 .  暗灰 黄 褐 色 枯 土
4 .  限 褐 色 枯 七 十 炭化物
5 .  Iii\/天 黄橙 色 枯 土
6 .  暗 灰 黄棺 色 粘 t

A
 

図62
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18号·55号·60号土堀実測図



1 8号土塘 （ 図 62 )

1区東側にて検出され た もので、 長径1. 80m、 短径

1. 2 0m程の不整な楕 円形を呈する。 二段にわたる掘り

こみを有し最深部で60 cmを測る。 覆土内 より壷 (409

· 410 )· 台 付甕 (411) が出土している。

5 5号 土壌 （ 図 62 )

2 区北側にて検出され た も ので、 東側は％程が調査

区外となる。 径1. 50m程の円形プ ラ ンで、 深さ60cmを

測り断面逆台形状を呈する。 覆土内 より器 台 ( 4 17)·

甕( 418· 419 )·高坪 ( 420) を出土して い る。

6 0号土漂 （図62 )

5区北側にて検出された も ので 、 径1.3 0m程の円形

を呈し深さ6 5cm程である。 第 6 層より壷 (412 · 4 13 )

． 鉢 (414)・粗 製器 台 (415)· 高坪( 41 6 ) が 出 土し

て い る。

畝状遺構 （図 63 )

5区北半にて検出された 。 畝の主軸は北側と南側で

はことなり二枚の畑地の存在が考えられる。 北側 N -

40 ° -E、 南側 N-12 ° -Eを測る。 覆土内から I 

I II期の各時期にわた る土器破片か出土して い るが 、 い

ずれも小片で明確に時期決定できる根拠はない。

A
 

A
 

B -

ーニ麟拿ニ瓢疇疇瓢、 啜―

図6 3 畝状遺構実測図

畝状遺構全景
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7 号住居址
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20号住居址 （ 床 面 ）

図66 20号住居址床面 出 土土器実測図
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20号住居址 （ 床 而 ）
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図67 20号住居址 （床面） ・ 同 （上層） 出 土土器実測 図
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図68 20号住居址 （上層） ・ 18号 ・ 23号下層 · 27号住居址 出土土器実測図
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図69 27号住居址出 土土器実測図

54 



27号住居址
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6 号土堀
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図71 6 号 . 7 号 ・ 14号 · 46号 ・ 49号 · 47号土堀出土土器実測図
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47号土堀
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図72 47号 · 57号 · 58号 · 59号土塘出 土土器実測図
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6 号住居址
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22号住居址
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図74 22号・ 23号上層· 25号・28 号・39号・47号・49号· 52号住居址出 土土器実測 図
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42号住居址
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図 75 42号 · 56号住居址、 9 号 ・ 44号 · 50号土猥出土土器実測 図
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図 76 5 号 ・ 29号 ・ 31号住居址出 土土器実測 図
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37号住居址
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固77, 37号 ・ 48号 · 53号住居址 、 13号溝址出 土土器実測図
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15号溝址
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13号住居址

図88 1 号 ・ 2 号 . 4 号 . 9 号 ・ 13号住居址出 土土器拓影
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18号住居址
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23号住居址

図91 20号 ・ 23号下 層 · 27号住居址出 土土器拓影
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32号住居址

図92 27号 · 32号 ・ 33号 ・ 36号住居址出 土土器拓影
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図93 36号 · 40号 ・ 2 号住居址、 14号土壊 出 土 土器拓影
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0 10cm 



図94 22号 · 46号 · 48号土壊 出 土土 器拓影 、 44号住居址
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図95 44号住居址 、 2号 ・ 3号 ・ 9号土堀出 土土器拓影
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No. 器種 ロ 径法量底径(cm器) 高 遺存度 色調 胎 土
成 形 ・ 調整 ・ 文様 備考外 面 内 面

1 号住居址

16 鉢 22. 9 1/4 B LR縄文→ 箆 山 形沈 線 磨耗詳細不明 横 ハ ケ → ナ デ

4 号住居址

17 空疇 9. 6 3/4 D 横箆磨 き ハ ケ

18 甕 18. 3 1/4 D ロ 縁 ： 横 ナ デ ハ ケ →横箆磨
櫛縦羽状文 （右 回 り ） → 櫛 波状文 き

19 甕 26. 0 1/8 D 口 唇 ： LR縄文 口 縁 ： 横ナ デ 横 ハ ケ →箆磨
櫛 波状文 2 → 櫛横羽状文or単斜条痕 き

7 号住居址

20 空� 16. 3 2/3 C 
形

ロ2
文
唇ケ ー：

(
ハ対
3

の
)

ケ 緊
+

縛
円
ロ 縁孔

形浮
：

文
箆頸部重山： 形箆文直線十 円2 形十 重浮 文山

堅口き貞
縁：

ナ
： 横デ箆磨

2 1  ギ空 15. 2 2/3 E 全
山口 笞

形
面

文
赤

：
彩
Ll R縄文 頸部 • 縄文地文→箆直線3 、

→翌口員織赤： 彩
ナ
： 箆デ

晒き

22 -空 3/4 D ロ 縁 ： ハ ケ →縦箆磨 き 頸部 ： LR縄文地文 頸ロ 部 紐 箆磨 き →赤ア彩
→箆直線 全面赤彩 ハケ→ナ

23 -:<a, 空 1 1. 6 3/4 D 口 唇 ： LR縄文 口 縁 ： 縦箆磨 き 頸部 ： 箆 ハ ケ →箆磨 き直線

24 空-±a, 1/3 D ロ 縁 · 箆磨 き 頸部 ： LR縄文帯 2 櫛 直線 →
笹口貞赤音縁6彩：: 箆ナー磨

テ
’き

文 ＋ 沈線区画 全面赤彩

25 空-ab, 1/2 C 頸部 ： 縄文地文→ 箆直線 4 胴部 ： 箆磨 き 横 ナ デ

26  空-:b- 1/2 B 頸部 ： ハ ケ →箆直線 4 → 軽 い 箆磨 き ナ デ

27 空-='=" 5. 0 B 胴部 ： 箆磨 き 底部 ： 箆磨 き ナ デ

28 空ギ 1/2 E 上
頸

形文
部半

→
：
：

櫛櫛
汗 綽

波懸垂
状

ば

文
文
画

→
→箆箆

胴下
刺山

形

半
突文

：
→櫛
重

沈波山
状線
形

文
文
区画

→箆）山j同 ハ ケ →ナ デ

29 空． 1/3 D 頸部
箆

： 箆直線 2 胴部 · 櫛直線→沈線区画
→ 連弧文 全面赤彩 ナ デ

30 空． 1/2 C 櫛 直線文→ 沈線区画 LR縄文地文 ナ デ

31 壺 1/3 D ハ ケ →箆磨 き LR縄文地文→箆 山 形文→沈 ハ ケ → ナ デ線区画

32 空,±, 9. 0 3/4 C ノ ヽ ケ ハ ケ → ナ デ

33 坪 6. 0 1/3 B 箆磨 き • 赤彩 底部 · 箆削 り →箆磨 き 箆磨 き ・ 赤彩

34 空一 完 B 縦箆磨 き 縄文地文→箆 山 形文 → 沈線区画 ナ デ→ 円 形浮文

35 空手 1/4 B ハ ケ →箆磨 き ナ デ

36 甕 16. 0 1/4 C 口 唇 ： LR縄文 頸部
（左

：
回
櫛

り
波

）
状文

胴部 ： 櫛縦羽状文 ハ ケ → ナ デ

37 甕 23. 3 1/8 D ロ 唇： ・
箆 刺 突 頸部 ： 櫛 波状文 1 胴部 ：

不 明不明

38 甕 21. 6 2/3 D 口 唇 ： LR縄文
痕

頸
→
部

箆
：
磨

櫛
き
波状文 1

胴部 ： 櫛単斜条 ハ ケ →箆磨 き

39 台付甕 14. 0 1/3 D 口 縁 ： ナ デ 胴部 ： 櫛 波状文 3 (上→ 下） ハ ケ → 箆磨 き

40 甕 14. 0 1/4 C 口 唇 . LR縄文 頸部 ： 櫛 波状文 ハ ケ → ナ デ

4 1  台付甕 12. 2 1/8 D 口 唇 ： LR縄文 胴 部 LR縄文地文 → コ の ハ ケ →箆磨 き字 重 ね文

42 台付甕 13. 2 1/4 C 口 唇 LR縄文 胴部
’

コ の 字重ね文 ハ ケ →箆磨 ぎ

43 台付甕 12, 4 2/3 D ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： コ の字重ね文 ハ ケ →箆磨 き

44 台付甕 6. 0 4/5 B 箆磨 き ？ ナ デ

45 台付甕 7. 2 2/3 D 櫛波状文 箆磨 き 箆磨 き

46 甕 8, 0 1/4 D 櫛縦羽状文→箆磨 き 箆磨 き

47 甕 5. 4 2/3 D 櫛単斜条痕→ ナ デ 底部 ： 箆磨 き ハ ケ →箆磨 き

48 甕 6. 8 2/3 B 櫛縦羽状文→箆磨 き 底部 箆削 り →箆磨 ハ ケ →箆磨 きき

表 3 B 区 出 土土器観察表 l
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